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研
究
ノ
ー
ト

律
蔵
群
に
見
え
る
イ
ン
ド
仏
教
の
医
療
観

（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
顧
問
）

影

山

教

俊

◆
は
じ
め
に

な
ぜ
、
こ
の
「
律
蔵
群
に
見
え
る
イ
ン
ド
仏
教
の
医
療
観
」
に
つ
い
て
論
じ
た
か
、
そ
の
縁
由
か
ら
は
じ
め
よ
う
。

現
在
、
宗
門
運
動
「
立
正
安
国
・
お
題
目
結
縁
運
動
」
の
基
本
大
綱
、
そ
の
基
本
理
念
等
が
日
蓮
宗
中
央
伝
道
企
画
会
議
に
お
い
て
審

議
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
基
本
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
「
近
年
と
み
に
生
命
（
い
の
ち
）
を
取
り
巻
く
状
況
が
悪
化
の
一
途
た

ど
っ
て
い
る
」
と
、
そ
れ
は
「
生
命
（
い
の
ち
）」
で
あ
る
。

さ
ら
に
、「
ま
さ
に
今
『
立
正
安
国
』
奏
進
七
五
〇
年
、
宗
祖
ご
降
誕
八
〇
〇
年
の
慶
年
を
迎
え
よ
う
と
す
る
こ
の
時
、
日
蓮
宗
は
、

法
華
経
に
説
か
れ
る
『
生
命
の
絶
対
尊
重
』
を
基
本
理
念
と
し
、『
立
正
安
国
の
実
現
』
を
眼
目
と
す
る
信
仰
運
動
の
第
一
歩
を
踏
み
出

そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
、
ま
さ
に
宗
門
運
動
の
基
本
テ
ー
マ
は
生
命
（
い
の
ち
）
に
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
宗
内
に
お
い
て
、
こ
の
生
命
（
い
の
ち
）
な
る
も
の
が
、
い
ま
ま
で
具
体
的
に
問
わ
れ
た
こ
と
が
な
い
。
仏
教
と
い
う
宗

教
か
ら
、「
生
命
（
い
の
ち
）
と
は
何
か
」
と
い
う
事
実
に
つ
い
て
論
及
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

い
ま
敢
え
て
「
論
及
さ
れ
て
い
な
い
」
と
い
っ
た
が
、
そ
の
理
由
は
仏
教
と
い
う
宗
教
の
思
想
信
条
か
ら
の
論
及
と
区
別
し
た
い
か
ら

で
あ
る
。
思
想
信
条
か
ら
の
論
及
と
は
如
何
な
る
も
の
か
と
言
え
ば
、「
臓
器
移
植
に
つ
い
て
は
、
自
己
決
定
に
よ
る
場
合
、
仏
教
の
慈

悲
心
に
も
か
な
う
行
為
と
認
識
し
、
脳
死
段
階
か
ら
の
移
植
医
療
に
道
を
開
く
こ
と
に
は
反
対
し
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
、「
仏
教
の
慈
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悲
心
に
も
か
な
う
行
為
」
と
い
う
論
及
の
方
法
で
あ
る
。

こ
の
文
言
は
平
成
四
年
脳
死
臨
調
答
申
（
脳
死
患
者
か
ら
の
臓
器
移
植
の
容
認
）
を
受
け
て
行
っ
た
、
日
蓮
宗
勧
学
院
第
２
回
答
申
の

一
部
で
あ
る
。
以
下
に
全
文
を
挙
げ
よ
う
。

平
成
６
年
（
一
九
九
四
）
８
月
、
日
蓮
宗
勧
学
院
は
宗
務
総
長
の
諮
問
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
答
申
を
し
た
。

脳
死
を
も
っ
て
人
の
死
と
断
定
す
る
こ
と
に
は
、
未
だ
多
く
の
問
題
が
残
さ
れ
て
お
り
、
死
の
概
念
の
重
大
な
変
更
に
あ
た
っ
て
、
医

学
に
の
み
そ
れ
を
委
ね
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
見
解
が
妥
当
で
あ
る
と
判
断
す
る
。

臓
器
移
植
に
つ
い
て
は
、
自
己
決
定
に
よ
る
場
合
、
仏
教
の
慈
悲
心
に
も
か
な
う
行
為
と
し
て
認
識
し
、
脳
死
段
階
か
ら
の
移
植
医
療

に
道
を
開
く
こ
と
に
は
反
対
し
な
い
。
こ
と
は
、
宗
教
、
哲
学
、
倫
理
、
社
会
、
文
化
な
ど
に
幅
広
く
関
わ
る
問
題
で
あ
っ
て
、
多
数
決

で
ゴ
ー
サ
イ
ン
を
だ
せ
る
も
の
で
は
な
い
。
法
華
経
弘
通
者
の
立
場
か
ら
、
今
後
と
も
科
学
主
義
、
理
性
主
義
、
人
間
機
械
論
の
行
き
過

ぎ
を
監
視
し
な
が
ら
、
関
係
機
関
の
動
き
を
み
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。（
第
六
回
勧
学
院
研
修
会
議
講
演
録
参
照
）

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
論
及
が
具
体
的
で
は
な
い
か
と
言
え
ば
、
そ
れ
が
医
療
と
し
て
の
論
及
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
と
く
に
「
臓
器

移
植
に
つ
い
て
は
、
自
己
決
定
に
よ
る
場
合
、
仏
教
の
慈
悲
心
に
も
か
な
う
行
為
と
し
て
認
識
し
、
脳
死
段
階
か
ら
の
移
植
医
療
に
道
を

開
く
こ
と
に
は
反
対
し
な
い
」
な
ど
は
、
仏
教
の
慈
悲
心
と
い
う
思
想
信
条
に
よ
っ
て
、
現
代
の
移
植
医
療
の
可
否
を
論
じ
よ
う
と
す
る

方
法
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
脳
死
段
階
に
お
け
る
移
植
医
療
へ
の
道
を
開
く
こ
と
は
、
現
代
医
学
の
治
療
の
限
界
が
そ
こ
に
あ
る
と
言
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
は
移
植
医
療
の
効
率
化
を
図
る
た
め
に
、
い
ま
ま
で
私
た
ち
が
受
け
入
れ
て
き
た
「
心
臓
死
」（
心
臓
が
動
か
な
く
な
り
、
呼

吸
が
止
ま
り
、
瞳
孔
が
散
大
し
て
光
に
反
応
し
な
い
状
態
）
の
死
か
ら
、「
脳
死
」（
脳
幹
を
含
む
の
脳
全
体
の
機
能
が
停
止
し
、
も
と
に

戻
ら
な
い
と
判
断
さ
れ
た
状
態
）
の
死
へ
と
、
死
の
判
定
基
準
を
変
更
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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要
す
る
に
、
現
代
医
学
の
治
療
の
限
界
が
臓
器
移
植
に
あ
っ
て
、
そ
の
移
植
医
療
が
効
果
的
に
行
わ
れ
る
た
め
に
、
死
の
判
定
基
準
を

心
臓
死
か
ら
脳
死
段
階
へ
と
変
更
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
仏
教
の
慈
悲
心
に
も
か
な
う
行
為
と
認
識
す
る
」
と

論
及
す
る
だ
け
で
よ
い
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
の
が
私
の
疑
問
な
の
で
あ
る
。

そ
こ
に
あ
る
も
の
は
現
代
医
学
（
神
経
生
理
・
生
化
学
的
な
病
因
論
に
立
脚
し
た
医
科
学
）
の
限
界
で
あ
っ
て
、
そ
の
限
界
に
対
応
す

る
答
え
を
得
る
た
め
に
、
ま
ず
仏
教
と
い
う
宗
教
が
過
去
に
医
療
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
き
た
の
か
、
そ
の
具
体
的
な
文
化
史
的
な
事

例
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

と
く
に
近
年
は
、
仏
教
と
い
う
宗
教
を
思
想
信
条
と
し
て
論
ず
る
傾
向
が
強
い
た
め
、
医
療
や
環
境
問
題
、
さ
ら
に
は
平
和
と
戦
争
な

ど
の
社
会
問
題
へ
の
仏
教
者
の
提
言
は
、
医
療
問
題
な
ど
の
よ
う
に
生
命
（
い
の
ち
）
を
フ
ィ
ジ
カ
ル
に
扱
う
分
野
で
は
、「
仏
教
の
そ

う
い
う
お
話
」
と
い
う
程
度
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
の
が
実
状
で
あ
る
。

仏
教
が
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
生
命
（
い
の
ち
）
を
ど
の
よ
う
に
扱
っ
て
き
た
か
を
そ
の
時
代
の
医
療
と
の
関
わ
り
か
ら
、
明
ら
か
に
し
た
い

と
思
う
。
今
回
は
と
く
に
律
蔵
群
を
中
心
に
考
察
し
よ
う
。

１

イ
ン
ド
仏
教
の
医
療
に
関
す
る
文
献
に
つ
い
て

ま
ず
イ
ン
ド
に
お
け
る
仏
教
教
団
は
ど
の
よ
う
な
医
学
的
知
識
に
基
づ
い
て
医
療
を
行
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
日
蓮
聖
人
も
「
耆
婆

妙
薬
誰
弁
服
之
（
耆
婆
が
妙
薬
誰
か
弁
へ
て
之
を
服
せ
ん
）」（『
四
信
五
品
鈔
』
昭
和
定
本

一
二
九
八
）
と
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
釈

尊
の
主
治
医
で
あ
っ
た
「
耆
婆
」（
ジ
ー
バ
カ
、

）
は
、
現
存
す
る
律
藏
（

・

）
群
の
、
と
く
に
そ

の
毘
奈
耶
薬
事
に
相
応
す
る
部
分
に
病
気
の
治
療
に
関
わ
る
記
述
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
は
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
近
年
は
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
（

）
と
呼
ば
れ
る
イ
ン
ド
医
学
の
研
究
が
進
み
、
こ
の
律
藏
群
の
毘
奈
耶
薬
事
な

ど
に
記
述
さ
れ
る
医
学
的
知
識
や
、
ま
た
そ
の
知
識
が
初
期
の
イ
ン
ド
仏
教
僧
院
の
医
療
施
設
で
臨
床
に
応
用
さ
れ
蓄
積
さ
れ
、
イ
ン
ド
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の
二
大
古
典
医
学
書
で
あ
る
『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』（

・

）
や
『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』

・

）
へ
と
発
展
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
そ
の
よ
う
な
イ
ン
ド
医
学
の
源
泉
と
な
っ
た
律
藏
群
を
挙
げ
れ
ば
次
の
六
つ
で
あ
る
。

大
衆
部
の
『
摩
訶
僧
祇
律
』
巻
四
十

（
東
晋
天
竺
三
蔵
仏
陀
跋
羅
、
法
賢
共
訳
、
四
一
六
年

四
一
八
年
）

説
一
切
有
部
の
『
十
誦
律
』
巻
六
十
一

（
後
秦
北
天
竺
三
蔵
弗
若
多
羅
、
羅
什
共
訳
、
四
〇
四
年

四
〇
九
年
）

曇
無
徳
部
の
『
四
分
律
』
巻
六
十

（
姚
秦
北
天
竺
三
蔵
仏
陀
耶
舍
、
竺
仏
念
共
訳
、
四
一
〇
年

四
一
二
年
）

沙
弥
塞
部
の
『
五
分
律
』
巻
三
十

（
劉
宋
賓
三
蔵
、
仏
陀
什
、
竺
道
生
共
訳
、
四
一
八
年

四
二
三
年
）

『
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
薬
事
』

（
唐
三
蔵
義
浄
訳
、
六
九
五
年

七
一
三
年
）

南
方
上
座
部
の
ヴ
ィ
ナ
ヤ
に
含
ま
れ
る
『
南
伝
大
蔵
経
』「
大
品
」（

）
第
六
章

こ
こ
で
こ
れ
ら
律
蔵
文
献
の
扱
を
挙
げ
て
お
け
ば
、
大
衆
部
な
ど
の
「
部
」
と
は
「
宗
派
」
の
意
味
で
あ
り
、
こ
の
六
つ
の
中
で

曇

無
徳
部
（

・

）
と

沙
弥
塞
部
（

）
と

根
本
説
一
切
有
部
（

）
は
、

説
一
切
有
部

（

）
の
部
派
で
あ
る
。
そ
の
た
め
曇
無
徳
部
・
沙
弥
塞
部
・
根
本
説
一
切
有
部
は
、
説
一
切
有
部
の
『
十
誦
律
』
の
派
生

と
し
て
見
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
小
論
で
は
律
蔵
群
の
『
摩
訶
僧
祇
律
』、『
十
誦
律
』、『
四
分
律
』
を
中
心
と
し
、
さ
ら
に
『
根
本
説
一
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切
有
部
毘
奈
耶
薬
事
』
と
、『
南
伝
大
蔵
経
』「
大
品
」
第
六
章
な
ど
を
参
考
程
度
と
し
て
論
を
進
め
た
い
。

ま
た
、
こ
こ
で
用
い
た
資
料
は
、「
第
五
一
、
五
二
、
第
五
三
、
第
五
四
回
日
蓮
宗
教
学
発
表
大
会
」
等
で
、「
天
台
止
観
に
見
ら
れ
る

治
病
法

ー
イ
ン
ド
仏
教
医
学
の
身
体
観
を
前
提
に
ー
」（『
現
代
研
究
』
第
三
三
号
所
収
）、「
律
蔵
群
に
見
え
る
仏
教
医
学
に
つ
い
て

ー
律
蔵
と
イ
ン
ド
古
典
医
学
の
比
較
か
ら
ー
」（『
現
代
研
究
』
第
三
四
号
所
収
）、「
仏
教
教
団
で
は
ど
の
様
に
癒
し
を
行
っ
て
い
た
の
か

ー
律
蔵
群
か
ら
読
み
と
れ
る
疾
病
誌
ー
」（『
現
代
研
究
』
第
三
五
号
所
収
）、「
律
蔵
群
に
見
ら
れ
る
耆
婆
の
治
療
法
」（『
現
代
研
究
』
第

三
六
号
所
収
）
と
し
て
発
表
し
た
も
の
を
文
化
史
的
に
考
察
し
、
医
療
の
具
体
的
な
事
実
を
挙
げ
て
行
く
こ
と
に
す
る
。
資
料
の
詳
細
な

解
説
は
そ
れ
ら
に
譲
る
こ
と
に
す
る
。

こ
こ
で
律
蔵
群
に
み
ら
れ
る
医
療
技
術
の
事
例
を
挙
げ
て
お
け
ば
、
そ
れ
は
お
お
よ
そ
三
〇
例
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
釈
尊
の
主
治
医

と
い
わ
れ
る
耆
婆
の
治
療
例
五
つ
を
含
み
、
そ
の
治
療
法
は
さ
き
の
『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
な

ど
の
イ
ン
ド
古
典
医
学
書
に
み
ら
れ
る
治
療
法
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
療
法
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
初
期
の
仏
教
教
団
の
医
療
と
古
典
医
学

の
源
泉
が
同
じ
と
こ
ろ
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（

・

・
ジ
ス
ク
『
古
代
イ
ン
ド
の
苦
行
と
癒
し
』
時
空
出
版
一
九
九
三
年
、
岩
本
裕
『
イ
ン
ド
医
学
序
説
』
日
本
臨
床
三
〇
巻

五
号

三
一
巻
三
号
）

２

イ
ン
ド
仏
教
の
医
学
的
な
知
識
に
つ
い
て

さ
き
に
現
代
医
学
と
は
神
経
生
理
・
生
化
学
的
な
病
因
論
に
立
脚
し
た
医
科
学
で
あ
る
と
い
っ
た
が
、
イ
ン
ド
仏
教
の
医
学
的
な
知
識

は
ど
の
よ
う
な
病
因
論
に
立
脚
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

仏
教
教
団
に
お
け
る
医
療
の
は
じ
ま
り

○
ど
の
よ
う
な
形
で
仏
教
教
団
は
医
療
を
求
め
た
の
だ
ろ
う
か
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律
蔵
群
に
は
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

◇
『
摩
訶
僧
祇
律
』
巻
第
十
六
（
大
正
二
二

三
五
一

）

「
明
單
提
九
十
二
事
法
之
五
」

次
佛
住
舎
衞
城
。
爾
時
有
比
丘
在
聚
落
中
夏
安
居
訖
。
来
詣
舎
衞
。
欲
禮
覲
世
尊
。
時
有
檀
越
。
在
聚
落
中
作
福
舎
。（
中
略
）
比
丘
食

已
。
而
出
風
病
發
動
。
自
念
。
我
不
能
行
世
尊
制
戒
施
一
食
處
。
不
聽
過
一
食
。
我
今
且
住
。
但
不
受
其
食
。
念
已
即
還
入
舎
。
檀
越
如

初
供
給
所
須
。
比
丘
不
受
。
至
明
日
復
與
前
食
。
亦
復
不
受
。
於
是
即
去
心
念
我
到
某
村
。
當
乞
食
。
比
丘
至
聚
落
。
日
時
已
過
。
即
便

失
食
。
四
大
飢
羸
。
至
世
尊
所
。
稽
首
禮
足
。
却
住
一
面
。
佛
知
而
故
問
。
即
以
上
事
。
具
白
世
尊
。
佛
言
。
善
哉
善
哉
比
丘
。
汝
随
順

正
法
信
心
出
家
。
少
欲
順
行
不
爲
命
故
。
世
尊
制
戒
護
而
不
犯
。
佛
言
。
從
今
已
後
福
徳
舎
中
。
若
病
比
丘
聽
過
一
食
。
佛
告
諸
比
丘
。

依
止
舎
衞
城
住
者
盡
集
。
以
十
利
故
。
與
諸
比
丘
制
戒
。
乃
至
已
聞
者
當
重
聞
。
若
比
丘
施
一
食
處
。
不
病
比
丘
應
一
食
。
若
過
一
食

者
。
波
夜
提
。
比
丘
者
如
上
説
施
一
食
處
者
。
世
尊
所
聽
。
食
者
。
五
種
食
。
如
上
説
。

◇
『
十
誦
律
』
巻
第
二
十
六
（
二
三

一
八
四

）

「
七
法
中
醫
藥
法
」
第
六

佛
在
王
舎
城
。
秋
時
諸
比
丘
冷
熱
發
癖
患
動
。
食
不
能
飽
羸
痩
少
色
力
。
佛
見
諸
比
丘
羸
痩
少
色
力
佛
知
故
問
阿
難
。
諸
比
丘
何
以
羸
痩

少
色
力
。
阿
難
白
佛
言
。
世
尊
。
諸
比
丘
秋
時
冷
熱
發
癖
患
動
食
不
能
飽
。
是
故
羸
痩
少
色
力
。
爾
時
世
尊
作
是
念
。
當
以
何
藥
與
服
令

差
色
力
還
復
。
若
食
麁
飯
糒
不
能
益
身
。
當
聽
服
四
種
含
消
藥
酥
油
蜜
石
蜜
。
佛
以
是
因
縁
故
集
僧
。
集
僧
已
告
諸
比
丘
。
從
今
日
聽
諸

病
比
丘
服
四
種
含
消
藥
酥
油
蜜
石
蜜
。
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◇
『
四
分
律
』
巻
第
四
十
二
（
大
正
二
二

八
六
九

）

「
薬

度
之
一
」

時
世
尊
在
舎
衞
國
。
時
諸
比
丘
秋
月
得
病
。
顏
色
憔
悴
形
體
枯
燥
癬
白
。
時
世
尊
在
靜
室
作
如
是
念
。
諸
比
丘
秋
月
得
病
。
顏
色
憔
悴
形

體
癬
白
枯
燥
。
我
今
當
聽
諸
比
丘
食
何
等
味
。
當
食
常
藥
不
令
麁
現
。
即
念
言
。
有
五
種
藥
。
是
世
常
用
者
。
酥
油
蜜
生
酥
石
蜜
。
我
今

寧
可
令
諸
比
丘
食
之
。
當
食
常
藥
不
令
麁
現
。
如
飯
麺
法
作
是
念
已
。

◇
『
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
薬
事
』
巻
第
一
（
大
正
二
四

一

）

爾
時
薄
伽
梵
。
在
室
羅
伐
城
。
逝
多
林
。
給
孤
獨
園
。
時
諸
芯
芻
秋
時
染
疾
。
身
體
痿
黄
。
羸
痩
憔
悴
。
困
苦
無
力
。
世
尊
見
已
。
知
而

故
問
阿
難
陀
曰
。
何
故
諸
芯
芻
。
身
體
痿
黄
。
羸
痩
無
力
。
阿
難
陀
白
佛
言
。
大
徳
。
諸
芯
芻
等
。
既
侵
秋
節
遂
染
諸
病
。
身
體
痿
黄
。

羸
痩
無
力
。
佛
告
阿
難
陀
。
由
是
病
苦
。
我
今
聽
諸
芯
芻
服
食
雜
藥
。
如
是
世
尊
既
聽
服
藥
。
時
諸
芯
芻
遂
於
時
服
。
非
時
不
服
。
身
體

尚
衰
。
羸
痩
無
力
爾
時
世
尊
知
而
故
問
阿
難
陀
曰
。
我
已
聽
諸
芯
芻
服
食
諸
藥
。
然
此
芯
芻
故
羸
痩
。
阿
難
陀
白
佛
言
。
世
尊
聽
諸
芯
芻

服
食
諸
藥
。
此
諸
芯
芻
並
於
時
服
。
非
時
不
服
。
所
以
身
體
痿
黄
。
羸
痩
無
力
。
爾
時
佛
告
阿
難
陀
。
我
今
爲
諸
芯
芻
。
開
四
種
藥
。
一

時
藥
。
二
更
藥
。
三
七
日
藥
。
四
盡
壽
藥
。
言
時
藥
者
。
一
麺
。
二
餅
。
三
麥
豆
餅
。
四
肉
。
五
飯
。
此
並
時
中
合
食
。
故
名
時
藥
。

◇
『
南
伝
大
蔵
経
』（『
南
伝
大
蔵
経
』
第
三
巻

三
五
三
頁
）

「
第
六
薬

度
」
一
ー
一

そ
の
時
に
、
比
丘
等
は
秋
時
病
に
罹
り
、
粥
を
飲
み
て
も
吐
き
、
食
を
食
し
て
も
吐
け
り
。
為
に
彼
ら
は
痩
せ
、
麁
醜
と
な
り
、
色
悪

く
、
次
第
に
黄
ば
み
脈
結
を
露
せ
り
。
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こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
舎
利
弗
尊
者
や
比
丘
た
ち
が
、
秋
時
病
に
罹
っ
て
や
せ
細
り
、
衰
弱
し
て
い
る
様
子
が
つ
ぶ
さ
に
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
夏
安
居
が
終
わ
っ
た
秋
時
と
い
う
か
ら
、
九
月
半
か
ら
一
一
月
半
の
頃
に
、
王
舎
城
に
在
住
し
て
い
た
何
人
か
の
僧
が
風
病
（
秋

病
）
に
な
っ
た
。
僧
た
ち
は
飲
食
し
た
米
粥
な
ど
の
食
べ
た
も
の
を
吐
い
て
し
ま
い
、
そ
れ
か
ら
は
消
耗
し
、
や
つ
れ
、
皮
膚
の
色
が
悪

く
、
だ
ん
だ
ん
蒼
白
（
黄
疸
色
）
に
な
り
、
手
足
の
血
管
（

）
が
浮
き
で
て
見
え
る
よ
う
に
な
る
病
気
の
た
め
に
、
釈
尊
は
五

種
の
基
本
薬
を
許
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

○
イ
ン
ド
古
典
医
学
か
ら
み
た
風
病
（
秋
病
）
に
つ
い
て

さ
き
の
イ
ン
ド
医
学
の
二
大
医
学
聖
典
で
あ
る
『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
の
古
典
医
学
書
に

は
、
秋
季
の
風
病
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
の
で
そ
れ
を
要
約
し
よ
う
。
風
病
は
イ
ン
ド
の
気
候
が
外
因
と
な
り
、
僧
た
ち
が
そ
の
よ
う

な
病
状
に
な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

◇
『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』

第
六
章
「
人
が
食
べ
た
り
飲
ん
だ
り
し
た
も
の﹇
と
い
う
言
葉
で
始
ま
る
﹈章
を
語
ろ
う
」

雨
季
の
寒
さ
に
慣
れ
て
い
た
体
が
、
秋
季
に
な
っ
て
急
に
太
陽
光
線
に
よ
っ
て
暖
め
ら
れ
る
と
、
蓄
積
し
て
い
た
ピ
ッ
タ
が
、
た
い
て

い
不
調
を
き
た
す

。
そ
の
場
合
の
食
物
は
、
甘
味
が
あ
り
、
消
化
軽
性
、
苦
味
を
伴
い
、
ピ
ッ
タ
を
鎮
静
す
る
も
の
を
、
十
分
な
食
欲

を
も
っ
て
適
量
摂
る
の
が
よ
い

。
秋
季
に
は
鷓
鵠
、
カ
ピ
ン
ジ
ャ
ラ
（
動
物
の
一
種
）
羚
羊
、
雄
羊
、
シ
ャ
バ
ラ
（
動
物
の
一
種
）、

兎
（
の
肉
）、
米
、
大
麦
、
小
麦
を
摂
る
の
が
よ
い
と
い
う

。
秋
季
に
は
苦
味
の
あ
る
ギ
ー
を
飲
む
こ
と
、
下
剤
の
使
用
、
放
血
を
行

い
、
熱
気
を
さ
け
る
べ
き
で
あ
る
。

（『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
ー
矢
野
道
夫
訳
世
界
の
名
著
『
イ
ン
ド
医
学
概
論
』
朝
日
出
版
社

五
〇
頁
、
以
下
『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
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ン
ヒ
タ
ー
』
と
略
記
）

◇
『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』

雨
季
に
お
い
て
は
草
は
未
熟
で
あ
っ
て
、
そ
の
力
は
微
弱
で
あ
る
。
水
は
濁
っ
て
土
や
汚
物
を
多
く
含
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
も
の

を
人
々
が
常
用
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
空
が
雲
に
お
お
わ
れ
、
地
は
水
に
よ
っ
て
潤
は
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
環
境
に
あ
っ
て
、
身
体
は
湿

い
、
冷
気
に
よ
っ
て
消
化
の
火
は
阻
害
さ
れ
た
人
々
に
あ
っ
て
は
、
あ
の
よ
う
な
飲
食
物
は
消
化
が
不
充
分
と
な
り
、
溜
飲
を
起
し
、
ま

た
胆
汁
素
の
積
聚
を
生
ず
る
。
そ
し
て
、
こ
の
積
聚
は
秋
季
に
、
空
に
雲
少
な
く
、
泥
は
乾
き
、
日
光
は
衰
え
る
季
節
に
な
り
、
胆
汁
素

性
の
疾
病
を
起
す

。

（『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』

大
地
原
誠
玄
訳
『
ス
シ
ュ
ル
タ
本
集
』
ア
ー
ユ
ル
・
ヴ
ェ
ー
ダ
研
究
会
刊
第
一
篇

総
説
篇

第
六
章
「
季
節
養
生
章
（
・

）
三
五
頁
、
以
下
『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
と
略
記
）

こ
こ
で
分
か
る
こ
と
は
、
風
病
は
イ
ン
ド
の
気
候
が
外
因
と
な
り
、
比
丘
た
ち
が
そ
の
よ
う
な
病
状
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た

め
釈
尊
は
そ
の
時
代
の
イ
ン
ド
医
学
の
知
識
に
従
い
、
薬
効
食
の
規
定
を
律
藏
の
中
に
取
り
入
れ
、
発
病
し
た
梵
行
乞
食
の
僧
た
ち
の
秋

時
病
の
治
療
や
そ
の
予
防
を
積
極
的
に
行
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

律
蔵
群
の
四
大
に
支
え
ら
れ
た
病
因
論
に
つ
い
て

○
風
病
、
秋
時
病
と
も
呼
ば
れ
る
病
を
治
療
す
る
た
め
に
、
釈
尊
は
五
種
の
基
本
薬
を
許
し
た
と
い
う
が
、
そ
の
よ
う
な
治
療
に
対
す
る

病
因
論
は
如
何
な
る
も
の
だ
ろ
う
か
。
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◇
『
摩
訶
僧
祇
律
』
巻
第
十
（
大
正
二
二

三
一
六

）

「
明
三
十
尼
薩
耆
波
夜
提
法
之
三
」

病
者
。
有
四
百
四
病
。
風
病
有
百
一
。
火
病
有
百
一
。
水
病
有
百
一
。
雜
病
有
百
一
。
若
風
病
者
。
當
用

油
脂
治
。
熱
病
者
當
用
酥
治
。
水
病
者
。
當
用
蜜
治
。
雜
病
者
當
盡
用
上
三
種
藥
治
。

◇
『
十
誦
律
』
巻
第
二
（
大
正
二
三

一
〇

）

「
明
四
波
羅
夷
法
之
二
」

病
者
。
四
大
増
減
受
諸
苦
惱
。
比
丘
語
是
人
言
。
汝
云
何
能
久
忍
是
苦
惱
。
何
不
自
奪
命
。
因
是
死
者
比
丘
得
波
羅
夷
。
若
不
死
者
偸
蘭

遮
。
若
是
病
人
作
是
念
。
我
何
縁
受
是
比
丘
語
自
奪
命
。
不
因
死
者
偸
蘭
遮
。
若
比
丘
心
悔
。
我
不
是
。
何
以
教
此
病
人
自
殺
。
還
往
語

言
。
汝
等
病
人
。
或
得
良
藥
善
看
病
人
随
病
飲
食
。

◇
『
四
分
律
』
巻
第
五
十
三
（
大
正
二
二

九
六
四

）

「
雑

度
之
三
」

此
身
色
四
大
合
成
。
彼
身
色
化
有
。
此
四
大
身
色
異
。
彼
化
身
四
大
色
異
。
從
此
四
大
。
身
色
中
起
心
化
作
。
彼
身
諸
根
肢
節
具
足
。

こ
こ
で
は
四
大
に
よ
っ
て
身
体
の
生
成
を
説
明
し
、
そ
の
身
体
性
を
基
と
し
て
諸
根
肢
節
の
身
体
感
覚

◇
『
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
薬
事
』
巻
第
十
六
（
大
正
二
四

八
一

）

一
切
有
情
身
。
皆
由
四
大
合
。
滿
中
多
糞
尿
。
臭
穢
血
膿
流
。
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◇
『
南
伝
大
蔵
経
』「
大
品
」（
相
応
部
経
典

六
処
篇

第
二
受
相
応
百
八
理
品

三
五
五

三
五
六
頁
）

五

シ
ー
ヴ
ァ
カ
よ
、
粘
液
よ
り
生
ず
る

或
感
受
の
こ
こ
に
起
こ
る
こ
と
あ
り

六

シ
ー
ヴ
ァ
カ
よ
、
風
よ
り
生
ず
る

或
感
受
の
こ
こ
に
起
こ
る
こ
と
あ
り

七

ジ
ー
ヴ
ァ
カ
よ
、（
胆
汁
な
ど
三
つ
の
）
聚
和
よ
り
生
ず
る

或
感
受
の
こ
こ
に
起
こ
る
こ
と
あ
り

八

ジ
ー
ヴ
ァ
カ
よ
、
時
候
の
変
化
よ
り
生
ず
る

或
感
受
の
こ
こ
に
生
ず
る
こ
と
あ
り

九

ジ
ー
ヴ
ァ
カ
よ
、
逆
運
の
逢
う
こ
と
に
よ
り
生
ず
る

或
感
受
の
こ
こ
に
生
ず
る
こ
と
あ
り

十

ジ
ー
ヴ
ァ
カ
よ
、
痙
攣
性
の
或
感
受
の
こ
こ
に
生
ず
る
こ
と
あ
り

一
一

ジ
ー
ヴ
ァ
カ
よ
、
業
異
熟
性
の
或
感
受
の
こ
こ
に
生
ず
る
こ
と
あ
り

（
中
略
）

一
三

胆
汁
、
粘
液
ろ
風
と
（
三
種
の
）
聚
和
と
、
時
候
と
、
逆
運
、
痙
攣
、
業
異
熟
に
よ
り
て
第
八
な
り
と
。

こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
『
摩
訶
僧
祇
律
』
で
は
「
病
に
は
四
大
に
相
応
し
そ
れ
ぞ
れ
に
百
一
の
病
が
あ
り
、
全
体
で
四
百
四
病
が
あ

る
」
と
い
い
、
ま
た
「
風
病
は
油
・
脂
、
熱
病
は
酥
、
水
病
は
蜜
、
雑
病
は
油
・
脂
、
酥
、
蜜
な
ど
の
三
種
薬
を
用
い
る
」
な
ど
の
具
体

的
な
治
療
法
ま
で
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
漢
訳
文
献
の
病
因
論
は
地
大
・
水
大
・
火
大
・
風
大
の
四
大
で
あ
る
と
分
か
る
。

さ
ら
に
『
南
伝
大
蔵
経
』「
大
品
」
に
み
え
る
病
因
論
は
、
漢
訳
文
献
の
四
大
よ
り
詳
細
な
記
述
が
挙
げ
ら
れ
、
釈
尊
の
病
気
の
原
因

に
関
す
る
八
つ
の
原
因
（
八
因
）
で
、
四
つ
の
内
因
（
四
大
）
と
四
つ
の
外
因
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

・
四
つ
の
中
心
的
病
因

内
因
（
四
大
）

ピ
ッ
タ
（

）

火
大

胆
汁
素

カ
パ
（

）

水
大

粘
液
素
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ヴ
ァ
ー
タ
（

）

風
大

体
風
素

三
つ
の
組
合
せ
（
聚
和
、

）

地
大

等
分

・
他
の
四
つ
の
外
因

時
候
（
季
節
、

）

異
常
な
行
動
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
（
逆
運
、

・

）

外
因
性
の
事
故
（
痙
攣
、

）

過
去
の
行
為
の
結
果
（
業
、

）

こ
こ
で
分
か
る
こ
と
は
、
心
身
を
構
成
す
る
胆
汁
（
火
大
）、
粘
液
（
水
大
）
と
風
（
風
大
）
と
、（
三
種
の
）
聚
和
（
そ
の
組
合
せ
の

地
大
）
と
い
う
四
大
の
変
化
に
よ
っ
て
病
気
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
病
気
の
種
類
は
と
い
え
ば
、
四
大
に
即
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
百
一
の

病
が
あ
る
の
で
四
百
四
の
種
類
が
あ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
風
病
に
は
油
・
脂
を
用
ひ
て
治
し
、
熱
病
に
は
酥
を
用
い
て
治
し
、
水
病
に
は

蜜
を
用
い
て
治
し
、
雑
病
（
地
病
）
に
は
上
の
三
種
薬
を
用
い
て
治
す
な
ど
、
そ
れ
が
四
大
の
病
因
論
に
よ
る
治
療
法
で
あ
る
。

○
イ
ン
ド
古
典
医
学
に
み
え
る
病
因
論
に
つ
い
て

さ
き
の
古
典
医
学
書
に
は
、
律
蔵
群
に
み
え
る
四
大
が
三
大
の
病
因
論
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
要
約
し
て
み
よ
う
。

◇
『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』（『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』

一
三
七
頁
）

病
因
論
に
は
四
因
（
外
因
性
の
病
気
・
三
種
の
内
因
性
の
病
気
）

外
因
性
の
病
気

ヴ
ァ
ー
タ
（

）
の
増
悪
（
風
大
の
こ
と
）
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ピ
ッ
タ
（

）
の
増
悪
（
火
大
の
こ
と
）

カ
パ
（

）
の
増
悪
（
水
大
の
こ
と
）

◇
『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』（『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
第
一
篇

総
説
篇

一

六
頁

七
頁
）

病
因
論
に
は
四
因

外
因
性
（
偶
発
的
、

）
の
病
気

身
体
的
（

）

精
神
的
（

）

自
然
的
（

）

人
間
（

）
は
特
殊
な
疾
病
の
容
器
で
、
人
間
に
悩
み
や
痛
み
の
源
を
な
す
も
の
は
疾
病
と
称
さ
れ
る
。
と
く
に
身
体
的
要
因

（

）
が
中
心
で
、
飲
食
物
よ
り
起
り
、
あ
る
い
は
体
風
素
（

・
風
大
）、
胆
汁
素
（

・
火
大
）、
粘
液
素

（

・
水
大
）
の
増
悪
、
ま
た
は
こ
の
三
つ
の
要
素
（

・

）
の
増
悪
に
よ
っ
て
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
病
気
に
な
る
。

治
療
法
に
は
四
因

浄
化
法
（

）

増
悪
し
た
三
つ
の
要
素
（

・

体
液
）
の
鎮
静
（

）

食
事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

生
活
行
為
の
摂
生
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こ
こ
で
分
か
る
こ
と
は
、
古
典
医
学
の
病
因
論
は
三
大
の
理
論
で
あ
り
、
律
蔵
群
の
病
因
論
よ
り
か
な
り
進
ん
で
お
り
、
病
気
に
関
す

る
八
つ
の
原
因
、
内
因
の
四
つ
の
四
大
（
火
大

ピ
ッ
タ
、
水
大

カ
パ
、
風
大

ヴ
ァ
ー
タ
、
地
大

三
つ
の
組
合
せ
）
と
、
外
因
の

四
つ
外
因
性
（
偶
発
的
、
身
体
的
、
精
神
的
、
自
然
的
）
な
ど
が
具
体
的
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
比
し
て
漢
訳
文
献
に
み
ら
る
病
因
論
は
未
熟
で
は
あ
る
が
、
古
典
医
学
の
病
因
論
と
同
様
の
考
え
方
で
あ
る
四
大
に
よ
る
病
因

論
を
駆
使
し
て
病
気
と
い
う
も
の
、
身
体
的
な
あ
り
方
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
生
命
（
い
の
ち
）
を
理
解
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

○
ア
ー
ユ
ル
・
ヴ
ェ
ー
ダ
の
具
体
的
な
医
療
論
に
つ
い
て

こ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
ア
ー
ユ
ル
・
ヴ
ェ
ー
ダ
と
呼
ば
れ
る
イ
ン
ド
医
学
の
具
体
的
な
考
え
方
を
概
説
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
基
本
の
三

大
理
論
（

・

、
ト
リ
・
ド
ー
シ
ャ
理
論
と
呼
ば
れ
る
）
で
は
、
私
た
ち
は
母
の
胎
内
で
生
を
受
け
た
直
後
か
ら
、
先
天
的

に
体
質
や
気
質
が
決
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
体
質
や
気
質
を
決
定
す
る
要
素
が
ヴ
ァ
ー
タ
（
風
大
）
・
ピ
ッ
タ
（
火
大
）
・
カ
パ

（
水
大
）
の
ト
リ
・
ド
ー
シ
ャ
理
論
に
よ
る
バ
ラ
ン
ス
関
係
で
示
さ
れ
、
ヴ
ァ
ー
タ
の
要
素
が
多
け
れ
ば
ヴ
ァ
ー
タ
体
質
と
、
ピ
ッ
タ
体

質
、
カ
パ
体
質
と
、
ま
た
は
ヴ
ァ
ー
タ
・
ピ
ッ
タ
・
カ
パ
の
複
合
型
の
体
質
と
い
う
よ
う
に
、
ト
リ
・
ド
ー
シ
ャ
理
論
に
も
と
づ
い
て
理

解
す
る
。

そ
し
て
、
私
た
ち
が
自
分
の
体
質
に
適
し
た
生
活
を
し
て
ト
リ
・
ド
ー
シ
ャ
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
と
き
に
は
健
康
的
で
、
逆
に
何
れ
か

の
ド
ー
シ
ャ
を
増
や
す
よ
う
な
不
適
当
な
食
事
や
、
節
制
を
怠
っ
た
り
す
る
と
、
ド
ー
シ
ャ
の
う
ち
何
れ
か
が
増
加
し
、
ト
リ
・
ド
ー

シ
ャ
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
健
康
を
害
す
る
と
い
う
。

た
と
え
ば
、
カ
パ
の
要
素
に
は
甘
い
と
い
う
性
質
が
あ
る
た
め
に
、
カ
パ
体
質
の
人
が
甘
い
物
を
食
べ
過
ぎ
る
と
カ
パ
病
（
水
大
病
）

に
罹
り
や
す
く
、
こ
の
体
質
の
人
は
現
代
医
学
で
い
う
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
ピ
ッ
タ
の
要

素
に
は
辛
い
と
い
う
性
質
が
あ
り
、
ピ
ッ
タ
体
質
の
人
が
辛
い
物
を
食
べ
過
ぎ
る
と
ピ
ッ
タ
病
（
火
大
病
）
に
罹
り
や
す
く
、
心
臓
な
ど
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の
循
環
器
系
の
病
気
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
体
質
に
適
し
た
食
事
と
、
季
節
や
時
間
に
基
づ
い
た
生
活
が
ア
ー
ユ

ル
・
ヴ
ェ
ー
ダ
医
学
の
治
療
法
で
あ
り
、
そ
の
治
療
を
支
え
て
い
る
の
が
ト
リ
・
ド
ー
シ
ャ
理
論
に
基
づ
く
医
療
概
念
で
あ
る
。

（
参
考
文
献
○
幡
井

勉
編
『
生
命
の
科
学
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
』
柏
樹
社
一
九
九
〇
年
、
○

・
ク
ト
ム
ビ
ア
『
古
代
イ
ン
ド
医

学
』
出
版
科
学
総
合
研
究
所
一
九
八
八
年
）

３

仏
教
教
団
の
治
療
法
に
つ
い
て

仏
教
教
団
で
は
上
述
の
四
大
に
よ
る
病
因
論
を
前
提
に
し
て
、
ど
の
よ
う
な
医
療
が
具
体
的
に
行
わ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

薬
効
食
と
し
て
の
食
事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

薬
効
食
と
し
て
食
事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
挙
げ
よ
う
。
さ
き
の
『
摩
訶
僧
祇
律
』「
明
三
十
尼
薩
耆
波
夜
提
法
之
三
」
に
は
「
若
風
病

者
。
當
用
油
脂
治
。
熱
病
者
當
用
酥
治
。
水
病
者
。
當
用
蜜
治
。
雜
病
者
當
盡
用
上
三
種
藥
治
」
と
し
て
、
薬
効
食
の
具
体
的
な
記
述
が

あ
っ
た
。
ま
さ
に
「
風
（
大
）
病
に
は
油
・
脂
を
用
ひ
て
治
し
、
熱
（
大
）
病
に
は
酥
を
用
い
て
治
し
、
水
（
大
）
病
に
は
蜜
を
用
い
て

治
し
、
雑
病
（
地
大
）
に
は
上
の
三
種
薬
を
用
い
て
治
す
」
と
、
さ
き
の
四
大
に
よ
る
病
因
論
に
準
じ
て
食
事
の
効
能
が
示
さ
れ
て
い

る
。

○
五
種
類
の
基
本
薬

こ
の
よ
う
な
薬
効
食
に
つ
い
て
、
仏
教
教
団
で
は
五
種
類
の
基
本
薬
を
「
七
日
薬
」
と
称
し
て
僧
侶
に
携
帯
を
許
し
て
い
る
。

◇
『
摩
訶
僧
祇
律
』「
明
四
波
羅
夷
法
之
三（
盗
戒
之
餘
）」（
大
正
二
二

二
四
四

）

七
日
藥
者
。
酥
油
蜜
石
蜜
脂
生
酥
。
酥
者
。
牛
水
牛
酥

羊

羊
酥
駱
駝
酥
。
油
者
。
胡
麻
油
蕪
菁
油
。
黄
藍
油
阿
陀
斯
油
。
菎
麻
油
。
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比
樓
油
。
比
周
縵
陀
油
迦
蘭
遮
油
。
差
羅
油
阿
提
目
多
油
。
縵
頭
油
大
麻
油
。
及
餘
種
種
：
油
。
是
名
爲
油
。
蜜
者
。
軍
荼
蜜
布
底
蜜
黄

蜂
蜜
黒
蜂
蜜
。
是
名
爲
蜜
。
石
蜜
者
。
槃

蜜
那
羅
蜜
縵
闍
蜜
摩
訶
毘
梨
蜜
是
名
石
蜜
。
脂
者
。
魚
脂
熊
脂
羆
脂
修
修
羅
脂
豬
脂
。
此
諸

脂
無
骨
無
肉
無
血
無
臭
香
無
食
氣
。
頓
受
聽
七
日
病
比
丘
食
。
是
名
脂
。
生
酥
者
。
牛
羊
等
諸
生
酥
。
淨
漉
洗
無
食
氣
。
頓
受
聽
七
日
病

比
丘
食
。
此
諸
藥
清
淨
無
食
氣
。
一
時
頓
受
得
七
日
服
。
故
名
七
日
藥
。

こ
の
よ
う
に
『
摩
訶
僧
祇
律
』
に
は
「
七
日
薬
」
と
は
、
酥
・
油
・
蜜
・
石
蜜
・
脂
・
生
酥
の
基
本
薬
を
挙
げ
、
病
に
罹
っ
た
比
丘
が

七
日
間
服
用
す
る
こ
と
を
許
し
て
い
る
。
こ
れ
以
降
、
他
の
漢
訳
文
献
に
つ
い
て
の
詳
細
は
「
天
台
止
観
に
見
ら
れ
る
治
病
法

ー
イ
ン

ド
仏
教
医
学
の
身
体
観
を
前
提
に
ー
」（『
現
代
研
究
』
第
三
三
号
所
収
）、「
律
蔵
群
に
見
え
る
仏
教
医
学
に
つ
い
て

ー
律
蔵
と
イ
ン
ド

古
典
医
学
の
比
較
か
ら
ー
」（『
現
代
研
究
』
第
三
四
号
所
収
）
に
発
表
し
た
の
で
く
り
返
さ
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
薬
効
食
に
つ
い
て
『
摩

訶
僧
祇
律
』
と
よ
く
相
応
し
、
ま
た
よ
り
具
体
的
な
『
南
伝
大
蔵
経
』
の
例
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

◇
『
南
伝
大
蔵
経
』（『
南
伝
大
蔵
経
』
第
三
巻
三
五
三
頁
）

「
第
六
薬

度
」

五
種
類
の
基
本
薬
と
し
て

熟
酥
（
ギ
ー
、

、

、
医
学
用
語

・

）

生
酥
（
新
鮮
バ
タ
ー
、

）

油

（

、

）

蜂
蜜
（

）

糖
蜜
（

・

）

◇
「
捨
堕
二
十
三
」（『
南
伝
大
蔵
経
』
第
一
巻
四
二
四
頁

四
二
五
頁
）
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五
種
類
の
基
本
薬
の
内
訳
と
し
て

「
熟
酥
」
と
は
、
牛
乳
酥
、
山
羊
酥
、
水
牛
酥
、
浄
肉
た
る
も
の
の
熟
酥

「
生
酥
」
と
は
、
こ
れ
ら
の
生
酥

「
油
」
と
は
、
胡
麻
油
（

、

）

芥
子
油
（
・

、

）

蜜
樹
油
（

、

、
中
国
名
甘
草
）

蓖
麻
子
油
（

・

、

・
・

）

「
蜜
」
と
は
、
蜂
蜜

「
石
蜜
」
と
は
、
甘
蔗
の
茎
（
砂
糖
黍
）

○
七
種
類
の
追
加
薬

さ
ら
に
こ
の
五
種
類
の
基
本
薬
に
加
え
て
、
僧
侶
の
病
気
に
よ
っ
て
薬
効
食
が
新
た
に
追
加
さ
れ
る
。
追
加
さ
れ
る
薬
効
食
の
リ
ス
ト

は
、
脂
肪
・
根
薬
・
煎
薬
（
渋
薬
）
・
葉
薬
・
果
実
・
樹
脂
薬
・
塩
の
七
種
類
で
あ
る
。

◇
『
摩
訶
僧
祇
律
』
巻
第
三
（
大
正
二
二

二
四
五

）

「
明
四
波
羅
夷
法
之
三
」

酥
瓶
油
瓶
石
蜜
瓶
。
根
莖
枝
葉
果
等
諸
藥
。

◇
『
南
伝
大
蔵
経
』「
第
六
薬

度
」（『
南
伝
大
蔵
経
』
三

三
五
五
頁
）
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脂
肪
（

）

根
薬
（

）

煎
薬
（
渋
薬
・

、

・

）

葉
薬
（

・
・

、

・

）

果
実
（

）

樹
脂
薬
（

、
樹
木
が
分
泌
す
る
樹
液
を
固
め
た
も
の
）

塩
（
・

、

・

）

こ
れ
に
よ
っ
て
分
か
る
こ
と
は
、
さ
き
の
よ
う
に
、
釈
尊
が
そ
の
時
代
の
イ
ン
ド
医
学
の
知
識
に
従
い
、
薬
効
食
の
規
定
を
律
藏
の
中

に
取
り
入
れ
た
背
景
に
は
、
こ
の
よ
う
な
イ
ン
ド
の
気
候
が
外
因
と
な
り
発
病
す
る
梵
行
乞
食
の
比
丘
た
ち
の
秋
時
病
、
風
病
な
ど
の
予

防
や
治
療
の
目
的
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
予
防
や
治
療
の
た
め
に
五
種
類
の
基
本
薬
に
加
え
て
、
七
種
類
の
薬
効
食
が

リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

治
療
の
実
際
に
つ
い
て

こ
の
よ
う
な
受
容
を
背
景
に
、
応
病
与
薬
的
に
順
次
に
医
療
が
充
実
し
て
ゆ
く
。
上
記
は
薬
効
食
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
記
述
で
あ
る

が
、
実
際
の
臨
床
面
で
は
具
体
的
に
ど
の
様
な
医
療
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
さ
き
の
四
大
に
よ
る
病
因
論
を
前
提
に
し
な
が

ら
、
教
団
の
中
で
は
ど
の
よ
う
が
治
療
が
行
わ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
順
次
に
『
摩
訶
僧
祇
律
』
に
よ
っ
て
そ
の
実
際
を
挙
げ
よ
う
。

○
一

皮
膚
病
に
つ
い
て
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『
摩
訶
僧
祇
律
』
巻
第
三
十
一
（
大
正
二
二

四
八
二

）

「
明
雜
跋
渠
法
之
九
」

復
次
佛
住
王
舎
城
。
如
来
以
五
事
利
益
故
。
五
日
一
行
諸
比
丘
房
。
見
比
丘
癬
病
。
佛
知
而
故
問
。
比
丘
。
汝
調
適
安
樂
住
不
。
答
言
世

尊
。
我
病
癬

。
得
香
屑
末
洗
浴
便
差
。
世
尊
制
戒
不
得
用
香
屑
是
故
苦
住
。
佛
言
。
從
今
日
聽
病
比
丘
用
香
屑
。
香
屑
者
。
於
尸
屑
馬

耳
屑
七
色
屑
栴
檀
屑
倶
多
屑
菴
拔
羅
屑
閻
浮
尸
利
屑
阿
淳
屑
伽
比
羅
屑
。
如
是
比
一
切
不
聽
。
若
比
丘
病
癬

。
須
屑
末
塗
浴
差
者
得
用

無
罪
。
聽
用
迦
羅
屑
摩
沙
屑
摩
痩
羅
屑
沙

屑
塗
土
。
是
名
末
屑
法
。

（
復
次
に
仏
、
王
舎
城
に
住
し
た
ま
ひ
き
。
如
来
は
五
事
の
利
益
を
以
て
の
故
に
、
五
日
に
一
た
び
諸
比
丘
も
房
を
行
り
た
ま
ふ
に
、
比

丘
の
癬
病
を
見
て
仏
知
り
て
故
に
比
丘
に
問
ひ
た
ま
は
く
、「
汝
、
調
適
に
し
て
安
楽
住
せ
り
や
不
や
。」
答
へ
て
言
さ
く
、「
世
尊
、
我

れ
癬

を
病
め
り
、
香
屑
末
を
得
て
洗
浴
せ
ん
に
は
便
ち
差
え
ん
も
、
世
尊
の
制
戒
、
香
屑
を
用
ふ
る
を
得
ざ
れ
ば
、
是
故
に
苦
住
せ

り
。」
仏
言
は
く
、「
今
日
よ
り
病
比
丘
に
は
香
屑
を
用
ふ
る
を
聴
さ
ん
」
と
。
香
硝
と
は
、
於
尸
屑
・
馬
耳
屑
・
七
色
屑
・
栴
檀
屑
・
倶

多
屑
（
倶
必
多
、
火
大
）
菴
抜
羅
屑
・
閻
浮
尸
利
屑
・
阿
淳
屑
・
迦
比
羅
屑
（
赤
色﹇

﹈の
硝
）
に
し
て
、
是
の
如
き
比
の
一
切

は
聴
さ
ず
。
若
し
比
丘
、
癬

を
病
ま
ん
に
、
屑
末
を
須
い
て
塗
浴
し
て
差
え
ん
に
は
、
用
ふ
る
を
得
て
無
罪
な
り
。
迦
羅
屑
・
摩
沙

屑
・
摩
痩
羅
屑
・
沙

屑
・
塗
土
を
用
ふ
る
を
聴
す
。
是
を
「
末
屑
法
」
と
名
く
。）

皮
膚
病
を
疥
癬
と
腫
れ
も
の
（

・
瘡
）
の
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
分
類
し
て
い
る
。
治
療
法
と
し
て
疥
癬
に
は
五
種
の
苦
薬
に
よ
る

「
末
硝
法
」
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
『
十
誦
律
』
で
は
、
瘡
が
大
き
く
腫
れ
た
ら
、
刀
に
よ
っ
て
そ
れ
を
切
開
し
薬
を
塗
る
。
そ
の
瘡
が

臭
け
れ
ば
、「
根
湯
、
茎
葉
羊
果
湯
及
び
小
便
」
に
よ
っ
て
洗
え
と
も
い
う
。
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○
二

非
人
病
に
つ
い
て

『
摩
訶
僧
祇
律
』
巻
三
十
二
（
大
正
二
二

四
八
六

）

「
明
雜
跋
渠
法
之
十
」

復
次
佛
住
波
羅
奈
仙
人
鹿
野
苑
。
時
有
比
丘
黄
病
。
醫
師
言
。
尊
者
服
人
血
者
可
差
。
若
不
服
者
便
死
。
更
無
餘
方
。
時
有
人
犯
王
事
。

反
縛
兩
手
著
迦
毘
羅
華
鬘
。
打
鼓
唱
令
詣
其
刑
處
。
比
丘
至
魁
膾
邊
作
是
言
。
長
壽
。
施
我
人
血
飲
。
魁
膾
言
。
若
欲
食
肉
亦
當
相
與
。

何
況
血
耶
。
即
坐
罪
人
在
地
。
以
刀
刺
兩
喉
脈
出
血
。
比
丘
兩
手
承
取
血
飲
。
爲
世
人
所
嫌
。
此
非
比
丘
。
是

人
鬼
。
即
以
瓦
石
土
塊

擲
是
比
丘
劣
而
得
脱
。
諸
比
丘
以
是
因
縁
往
白
世
尊
。
佛
言
。
呼
是
比
丘
来
。
来
已
佛
問
比
丘
。
汝
實
爾
不
。
答
言
實
爾
世
尊
。
佛
言
比

丘
。
此
是
惡
事
。
愛
命
乃
爾
。
佛
言
。
從
今
已
後
。
不
聽
飲
乃
至
人
髓
一
切
不
聽
。

（
時
に
比
丘
あ
り
て
黄
病
な
り
し
に
、
医
師
言
は
く
、「
尊
者
、
人
血
を
服
せ
ん
に
は
差
ゆ
べ
く
、
若
し
服
せ
ざ
ら
ん
い
に
は
便
ち
死
な

ん
、
更
に
余
方
な
け
ん
」
と
。（
中
略
）
仏
言
は
く
、「
今
よ
り
已
後
、
人
血
を
飲
む
を
聴
さ
ず
、
・
・
・
乃
至
、
人
髄
（
等
）
一
切
を
も

聴
さ
ず
」
と
。）

非
人
病
（
精
神
病
）
に
つ
い
て
、『
摩
訶
僧
祇
律
』
で
は
医
師
が
許
し
た
「
人
血
を
飲
む
こ
と
も
、
乃
至
、
人
髄
等
の
全
て
」
の
服
用

を
釈
尊
は
禁
止
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
人
肉
以
外
の
血
肉
が
服
用
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
実
際
に
『
十
誦
律
』
で
は
周
囲

の
人
に
見
え
な
い
屏
処
と
い
う
条
件
付
だ
が
血
肉
の
服
用
を
許
し
、『
四
分
律
』
で
は
イ
ン
ド
で
は
聖
な
る
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
る
牛
の

血
肉
の
服
用
す
ら
許
し
て
い
る
記
述
が
あ
る
。

こ
れ
は
初
期
の
仏
教
教
団
内
で
は
、
非
人
病
に
罹
っ
た
僧
侶
へ
の
処
方
と
し
て
、
僧
侶
に
「
生
の
血
肉
の
服
用
」
の
治
療
法
を
行
っ
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
一
応
釈
尊
に
所
見
を
伺
う
も
の
の
、
釈
尊
は
古
代
イ
ン
ド
の
伝
承
医
術
に
見
ら
れ
る
治
療
法
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
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ま
許
し
て
い
る
。

○
三

眼
病
に
つ
い
て

『
摩
訶
僧
祇
律
』
巻
三
十
二
（
大
正
二
二

四
八
七

）

「
明
雜
跋
渠
法
之
十
」

復
次
佛
住
舎
衞
城
耆
舊
童
子
菴
婆
羅
園
。
時
諸
比
丘
眼
痛
。
耆
舊
童
子
言
。
尊
者
。
可
以
此
藥
塗
眼
。
諸
比
丘
言
。
世
尊
制
戒
不
聽
塗

眼
。
童
子
言
。
我
當
往
從
世
尊
乞
此
願
。
即
往
佛
所
頭
面
禮
足
却
住
一
面
白
佛
言
。
世
尊
。
諸
比
丘
是
一
食
人
。
眼
是
人
之
所
重
。
唯
願

世
尊
。
聽
諸
比
丘
著
眼
藥
。
佛
言
。
從
今
已
後
。
聽
用
眼
藥
。
除
空
青
。
若
醫
言
。
尊
者
此
眼
痛
得
空
青
屑
塗
便
差
更
無
餘
方
。
若
爾
者

得
塗
。
塗
已
不
得
衆
中
住
。
應
在
邊
小
房
中
。
差
已
當
淨
洗
得
還
入
衆
。
是
名
眼
藥
。
眼
藥
筒
者
。
佛
住
舎
衞
城
。
時
諸
比
丘
持
樹
葉
盛

眼
藥
。
佛
知
而
故
問
。
比
丘
此
是
何
等
。
答
言
。
是
眼
藥
。
佛
言
。
眼
藥
是
貴
物
。
應
用
筒
盛
。
時
諸
比
丘
作
金
銀
筒
盛
。
佛
言
。
金
銀

及
一
切
寶
不
聽
用
。
應
用
銅
鐵
白
臘
竹
葦
筐
鳥
下
至
皮
裹
。
是
名
藥
筒
。
眼
藥
籌
者
。
佛
住
舎
衞
城
。
時
有
比
丘
。
持
竹
作
眼
藥
籌
。
佛

知
而
故
問
。
比
丘
此
是
何
等
。
答
言
世
尊
。
是
眼
藥
籌
。
佛
言
。
眼
是
軟
物
。
應
用
滑
物
作
籌
。
時
有
比
丘
便
以
金
銀
作
。
佛
言
。
不
聽

金
銀
及
一
切
寶
物
作
。
應
用
銅
鐵
牙
骨
栴
檀
堅
木
作
。
揩
摩
令
滑
澤
。
下
至
用
指
頭
。
是
名
眼
藥
籌
法
。

（
復
次
に
仏
、
舎
衛
城
耆
舊
童
子
菴
婆
羅
園
に
住
し
た
ま
ひ
き
。
耆
舊
童
子
言
は
く
、「
尊
者
、
可
し
く
此
薬
を
以
て
眼
に
塗
ら
る
べ

し
」。
諸
比
丘
言
は
く
、「
世
尊
の
制
戒
、
眼
に
塗
る
を
聴
さ
ざ
る
な
り
」。（
中
略
）
仏
言
は
く
、「
今
よ
り
已
後
、
眼
薬
を
用
ふ
る
を
聴

さ
ん
、
空
青
を
ば
除
く
」
と
。
若
し
医
の
言
は
く
「
尊
者
、
此
の
眼
痛
は
空
青
屑
を
得
て
塗
ら
ん
に
便
ち
差
え
ん
も
、
更
に
余
方
な
し
」

と
。
若
し
爾
ら
ん
に
は
塗
る
を
得
、
塗
り
已
ら
ん
に
衆
中
に
住
す
る
を
得
ざ
れ
、
応
に
辺
小
の
房
中
に
在
る
べ
く
、
差
え
已
ら
ん
に
当
に

浄
洗
し
て
還
衆
に
入
る
こ
と
を
得
ん
。
是
を
「
眼
薬
」
と
名
く
。
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（
中
略
）
仏
言
は
く
、「
眼
薬
は
是
れ
貴
物
な
れ
ば
、
応
に
筒
を
用
ひ
て
盛
る
べ
し
と
」。（
中
略
）
仏
言
は
く
、「
金
銀
及
び
一
切
の
宝
は

用
ふ
る
を
聴
さ
ず
、
応
に
銅
・
鉄
・
白
鑞
・
竹
・
葦
・
筺
・
鳥

を
用
ひ
下
、
皮
裏
に
至
る
べ
き
な
り
。
是
を
「
眼
筒
」
と
名
く
。

（
中
略
）
時
に
比
丘
あ
り
、
竹
を
持
っ
て
眼
薬
籌
を
作
り
し
に
、（
中
略
）
仏
言
は
く
、「
眼
は
是
れ
軟
物
な
れ
ば
、
応
に
滑
物
を
用
ひ
て

籌
と
作
す
べ
し
」。（
中
略
）「
金
銀
及
び
一
切
の
宝
物
に
て
作
る
を
聴
さ
ず
、
応
に
銅
・
鉄
・
牙
・
骨
・
栴
檀
堅
を
用
ひ
て
作
り
、
揩
摩

し
て
滑
澤
な
ら
し
め
、
下
、
指
頭
を
用
ふ
る
に
至
る
べ
き
な
り
」。
是
を
「
眼
薬
籌
法
」
と
名
く
。）

眼
病
の
処
方
と
し
て
、『
摩
訶
僧
祇
律
』
は
眼
薬
と
し
て
「
空
青
ま
た
は
、
空
青
屑
」、『
十
誦
律
』
は
羅
散
禅
（

）、『
根
本

説
一
切
有
部
毘
奈
耶
薬
事
』
は
五
種
の
安
膳
那
薬
（
点
眼
薬

）
と
し
て
「
一
に
花
安
膳
那
、
二
に
汁
安
膳
那
、
三
に

安
膳

那
、
四
に
丸
安
膳
那
、
五
は
騒
毘
羅
石
（
赭
色
の
石
灰
を
溶
解
せ
る
眼
薬
）
安
膳
那
」
を
挙
げ
て
い
る
。

ま
た
そ
の
使
用
法
（
安
膳
那
行
法
）
と
し
て
は
、
眼
薬
は
高
価
で
あ
る
の
で
入
れ
物
を
作
り
保
管
し
、
点
眼
す
る
際
の
器
具
は
、
金
銀

な
ど
一
切
の
宝
物
を
禁
じ
、
銅
・
鉄
・
牙
・
骨
・
栴
檀
堅
木
、
瓦
な
ど
を
用
い
て
器
具
を
作
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
『
四
分

律
』
の
み
は
白

と
い
う
眼
病
に
、「
人
血
の
使
用
と
焼
末
」
の
使
用
を
許
し
、
ま
た
単
に
眼
痛
に
は
「
琉
璃
箆
」
を
許
し
て
い
る
。

○
四

頭
痛
に
つ
い
て

『
摩
訶
僧
祇
律
』
巻
第
三
十
二
（
大
正
二
二

四
八
八

）

「
明
雜
跋
渠
法
之
十
」

灌
筒
者
。
佛
住
舎
衞
城
。
有
比
丘

病
。
語
醫
言
。
長
壽
。
能
爲
我
灌
病
不
。
答
言
可
爾
。
即
作
是
念
。
此
諸
沙
門
聰
明
智
慧
。
見
我

灌
者
更
不
喚
我
。
乃
至
棄
筒
而
足
。
諸
比
丘
以
是
因
縁
往
白
世
尊
。
乃
至
佛
言
。
汝
云
何
用
筒
灌
病
。
從
今
已
後
。
不
聽
用
筒
。
筒
者
。

牛
皮
筒
水
牛
皮
筒
羊
皮
筒
。
如
是
一
切
不
聽
用
灌
。
若
醫
言
此
病
須
油
灌
者
。
應
在
浴
室
中
穿
板
盛
油

衣
坐
上
口
含
甘
蔗
。
若
復
以
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衣
絮
等
内
著
油
中
。
臨
孔
上
按
之
。
令
油
流
入
者
無
罪
若
筒
灌
者
偸
蘭
罪
。
是
名
筒
灌
法
。

（「
灌
筒
」
と
は
、
仏
、
舎
衛
国
に
住
し
た
ま
ひ
き
、
時
に
比
丘
に
乾
痩
病
な
る
あ
り
て
医
に
語
げ
て
言
は
く
、「
長
寿
、
能
く
我
が
為
に

病
を
灌
ぐ
や
不
や
」。
答
へ
て
言
は
く
、「
爾
る
べ
し
」。（
中
略
）「
汝
、
云
何
筒
を
用
ひ
て
病
に
灌
が
ん
と
せ
る
。
今
よ
り
已
後
用
ふ
る

を
聴
さ
ず
」
と
。
筒
と
は
、
牛
皮
筒
、
水
牛
皮
筒
、
羊
皮
筒
（
中
略
）
応
に
浴
室
中
に
在
り
て
搾
板
に
油
を
盛
り
、
衣
を
賽
げ
て
上
に
坐

し
て
口
に
甘
蔗
を
含
む
べ
し
。
若
し
復
、
絨
・
衣
・
絮
を
以
て
油
中
に
内
著
し
、
孔
上
に
臨
め
て
之
を
按
へ
、
油
を
し
て
流
入
せ
し
め
ん

い
は
無
罪
な
り
。）

頭
痛
の
処
方
と
し
て
、『
摩
訶
僧
祇
律
』
に
は
筒
灌
法
の
み
が
あ
り
、『
十
誦
律
』
に
は
経
鼻
法
と
燻
煙
法
が
上
げ
ら
れ
、『
四
分
律
』

に
は
よ
り
具
体
的
に
頭
の
頂
上
に
香
油
を
塗
り
、
酥
油
脂
を
点
鼻
（
灌
鼻
）
す
る
治
療
法
を
挙
げ
て
い
る
。

ま
た
点
鼻
法
と
し
て
、
羊
毛
や
劫
貝
鳥
毛
を
油
中
に
漬
け
て
、
そ
れ
を
鼻
中
に
注
ぎ
、
ま
た
灌
鼻
筒
で
注
ぐ
治
療
法
を
挙
げ
て
い
る
。

更
に
灌
鼻
筒
な
ど
の
器
具
は
宝
物
を
禁
じ
、
骨
、
角
、
鉄
、
銅
、
白
鑞
、
鉛
錫
、
葦
、
竹
、
木
を
用
い
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

ま
た
鼻
孔
が
塞
が
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
手
に
よ
る
頭
を
マ
ッ
サ

ジ
（
摩
頂
）
や
、
脚
の
大
指
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
（
摩
指
）
を
指
示

し
、
固
ま
っ
て
い
る
酥
（
凝
酥
）
を
鼻
の
中
に
入
れ
る
治
療
法
っ
を
挙
げ
て
い
る
。『
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
薬
事
』
に
は
こ
れ
ら
に

相
応
す
る
記
述
は
見
あ
た
ら
な
い
が
、
油
に
よ
る
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
記
述
は
見
ら
れ
る
。

○
五

風
病
に
つ
い
て

『
摩
訶
僧
祇
律
』
巻
第
十
七

「
明
単
提
九
十
二
事
法
之
六
」（
大
正
二
二

三
六
二

）
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若
比
丘
風
病
。
醫
言
。
應
服
油
。

（
若
し
比
丘
、
風
病
な
ら
ん
に
、
医
言
は
く
、「
応
に
油
を
服
す
べ
き
な
り
」
と
。）

「
明
単
提
九
十
二
事
法
之
六
」（
大
正
二
二

三
六
二

）

（
若
比
丘
風
病
）
如
上
説
。
若
比
丘
欲
刺
頭
出
血
。

（﹇
若
し
比
丘
、
風
病
な
ら
ん
に
﹈若
し
比
丘
、
頭
を
刺
し
て
血
を
出
さ
ん
と
欲
す
。）

『
摩
訶
僧
祇
律
』
巻
第
三
十
九

「
明
一
百
四
十
一
波
夜
提
法
之
三
」（
大
正
二
二

五
三
五

）

若
老
羸
病
服
藥
刺
頭
出
血
服
酥
。
應
與
欲
作
是
言

（
若
し
比
丘
老
羸
ら
病
に
て
薬
を
服
し
、
頭
を
刺
し
て
血
を
出
し
て
酥
を
服
せ
ん
に
、
応
に
与
欲
し
て
是
言
を
作
す
べ
き
な
り
。）

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
風
病
の
治
療
法
が
三
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
分
類
で
き
る
。
風
病
の
一
に
は
「
油
の
処
方
」、
二
に
は
「
酥
油
を
服
す

処
方
」、
三
に
は
「
頭
を
刺
し
て
出
血
（
放
血
）
治
療
法
」
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
漢
訳
文
献
に
見
ら
れ
た
風
病
の
三
つ
の
パ
タ
ー
ン
は
、『
南
伝
大
蔵
経
』「
大
品
」
と
、
古
典
医
学
書
に
見
ら
れ
る
一
「
腹

痛
と
し
て
の
風
病
」、
二
「
肢
痛
と
し
て
の
風
病
」、
三
「
関
節
痛
と
し
て
の
風
病
」
に
対
す
る
治
療
法
に
、
お
お
よ
そ
相
応
し
て
い
る
。

○
六

足
の
ひ
び
割
れ
と
履
き
物
に
つ
い
て

『
十
誦
律
』
巻
第
三
十
九
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「
明
雜
法
之
四
」（
大
正
二
三

二
八
六

）

爾
時
比
丘
問
佛
。
用
何
等
皮
作
革
履
。
佛
言
。
除
五
種
皮
。
師
子
皮
虎
皮
豹
皮
獺
皮
猫
皮
。
更
除
五
種
皮
。
象
皮
馬
皮
狗
皮
野
干
皮
黒
鹿

皮
。
餘
者
聽
作
。
佛
在
舎
衞
國
。
爾
時
有
人
。
施
僧

魚
皮
革
履
。
諸
比
丘
不
受
。
佛
未
聽
我
著

魚
皮
革
履
。
是
事
白
佛
。
佛
言
。
應

受

魚
皮
革
履
。
爲
麁
故
。
以
牛
皮
覆
上
。

（
爾
の
時
比
丘
仏
に
問
へ
り
、
何
ら
の
皮
を
以
つ
て
革
履
を
つ
く
ら
ん
と
。
仏
言
は
く
、
五
種
の
皮
、
獅
子
の
皮
、
虎
皮
、
豹
皮
、
獺

（
か
わ
う
そ
）
皮
、
猫
皮
を
除
く
、
更
に
五
種
の
皮
を
除
く
、
象
皮
、
馬
皮
、
狗
皮
、
野
干
皮
、
黒
鹿
皮
な
り
、
余
は
作
る
を
聴
す
と
。

（
中
略
）
仏
言
は
く
、
応
に

魚
皮
の
革
履
を
受
く
べ
し
、
麁
の
為
の
故
に
牛
皮
を
以
つ
て
上
を
覆
せ
よ
と
。）

『
摩
訶
僧
祇
律
』
に
は
記
述
が
な
く
、『
十
誦
律
』
な
ど
に
は
比
丘
の
足
へ
の
塗
薬
や
足
油
、
ま
た
履
き
物
な
ど
の
記
述
は
断
片
的
に

述
べ
ら
れ
て
い
る
。『
南
伝
大
蔵
経
』
を
含
め
て
い
え
ば
、
足
の
ひ
び
割
れ
と
履
き
物
と
、
足
が
裂
け
た
（

、
足
の
ひ
び
割

れ
）
比
丘
の
処
方
と
し
て
、
足
へ
の
塗
薬
（

）
と
、
足
油
（

）
の
治
療
法
を
挙
げ
、
ま
た
足
に
痛
み

や
傷
な
ど
の
あ
る
者
に
は
履
き
物
（

・

）
を
許
し
て
い
る
。

○
七

蛇
に
咬
ま
れ
た
傷

『
十
誦
律
』
巻
第
四
十
一

「
明
雜
法
之
六
」（
大
正
二
三

三
〇
〇

）

佛
在
舎
衞
國
。
有
客
比
丘
暮
来
。
次
得
空
房
舎
。
時
床
上
有
盤
蛇
睡
。
比
丘
不
看
便
坐
蛇
上
。
爲
蛇
所
螫
與
蛇
倶
死
。
經
五
六
日
有
青
蠅

出
。
諸
比
丘
見
蠅
出
入
。
共
相
謂
言
。
此
房
中
有
青
蠅
出
。
當
入
看
来
。
入
已
便
見
。
作
是
言
。
是
比
丘
必
坐
是
蛇
上
。
爲
蛇
所
螫
二
倶
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死
耳
。
諸
比
丘
不
知
云
何
。
是
事
白
佛
。
佛
以
是
事
集
比
丘
僧
。
語
諸
比
丘
。
從
今
教
客
比
丘
儀
法
。
若
客
比
丘
到
僧
坊
中
。
應
偏
袒
著

衣
。
著
泥
僧
。
高
應
下
著
。
衣
嚢
在
右
肩
上
。
應
轉
著
左
肩
上
。
若
杖
油
嚢
革
針
筒
。
在
右
手
中
。
應
移
左
手
中
。
若
欲
大
小
便
。
應
先

外
却
已
入
僧
坊
。
若
得
水
洗
足
已
入
。
若
不
得
水
。
以
草
樹
葉
拭
足
已
入
。
若
門
閉
應
求
開
門
。
若
開
應
入
。
若
不
開
。
僧
坊
外
有
牆
塹

刺
棘
。
應
在
現
處
立
。
一
心
淨
持
威
儀
。
作
大
人
相
起
他
善
心
。
若
見
舊
比
丘
應
問
。
此
僧
坊
中
有
若
干
歳
比
丘
房
不
。
若
言
有
。
即
語

開
門
已
入
。
又
問
。
是
房
中
爲
有
人
不
。
若
言
空
。
應
問
。
用
何
水
。
若
言
井
水
。
應
索
盥
及
繩
掃
。
應
開
房
戸
彈
指
。
若
有
毒
蛇
彈
指

令
去
。

（
時
に
盤
蛇
有
り
て
睡
れ
り
、
比
丘
看
ず
し
て
便
蛇
上
に
坐
し
蛇
の
為
に
螫
さ
れ
蛇
と
倶
に
死
せ
り
。（
中
略
）
応
に
房
戸
を
開
き
て
弾

指
す
べ
し
、
若
し
毒
蛇
有
れ
ば
弾
指
し
て
去
ら
し
め
よ
。）

『
摩
訶
僧
祇
律
』
に
は
記
述
は
な
い
が
、『
十
誦
律
』
に
は
治
療
と
い
う
よ
り
は
弾
指
に
よ
る
注
意
が
、『
四
分
律
』
に
は
刀
に
て
血
と

一
緒
に
毒
を
出
し
、
薬
を
塗
る
こ
と
、『
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
薬
事
』
で
は
「
西
蔵
律
典
よ
り
の
補
訳
」
と
し
て
、
糞
と
尿
と
灰
と

泥
を
調
合
し
た
陳
棄
薬
を
処
方
し
、
さ
ら
に
、
癒
え
な
け
れ
ば
大
孔
雀
（
王
）
明
呪
を
勧
め
て
い
る
。『
南
伝
大
蔵
経
』
を
含
め
て
い
え

ば
、
あ
る
比
丘
が
蛇
に
咬
ま
れ
（

・
・

）、
治
療
の
た
め
に
屎
（

、
糞
）、
尿
（

）、
灰（

）、
粘
土

（

）
の
四
種
の
汚
物
（

・

）
が
用
い
ら
れ
た
。
ま
た
火
に
よ
る
治
療
が
見
ら
れ
る
。

○
八

風
病
（
黄
疸
）
に
つ
い
て

『
摩
訶
僧
祇
律
』
巻
第
二
十
八

「
明
雜
誦
跋
渠
法
之
六
」（
大
正
二
二

四
五
七

）
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爾
時
尊
者
舎
利
弗
風
動
。
諸
比
丘
以
是
因
縁
具
白
世
尊
。
佛
問
比
丘
。
宜
須
何
藥
。
答
言
。
世
尊
。
呵
梨
勒
。
佛
言
。
從
今
日
聽
病
比
丘

服
呵
梨
勒
。

（
爾
時
、
尊
者
舎
利
弗
は
風
動
せ
し
に
、
諸
比
丘
は
是
の
因
縁
を
以
て
具
に
世
尊
に
白
す
に
、
仏
、
微
首
問
ひ
た
ま
は
く
、「
宜
し
く
何

の
薬
を
須
う
べ
き
」。
答
え
て
言
さ
く
、「
世
尊
、
呵
梨
勒
な
り
」。
仏
言
は
く
、「
今
日
よ
り
病
比
丘
に
呵
梨
勒
を
服
す
る
を
聴
さ
ん
」

と
。）風

病
の
処
方
と
し
て
『
摩
訶
僧
祇
律
』
で
は
呵
梨
勒
を
挙
げ
、『
十
誦
律
』
で
も
蘇
提
羅
漿
の
主
要
成
分
と
し
て
三
果
薬
（
呵
梨
勒
・

阿
摩
勒
・
鞁
醯
勒﹇

・

・

﹈）
を
挙
げ
、『
四
分
律
』
で
は
二
つ
の
漬
麦
汁
「
油
漬
麦
汁
と
頗
尼
漬
麦
汁
」

が
、
三
種
薬
と
し
て
三
つ
の
果
薬
（
薑
、
椒
、
畢
抜
）
が
挙
げ
ら
れ
、
さ
ら
に
『
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
薬
事
』
で
は
鹽
と
醋
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。

『
南
伝
大
蔵
経
』
を
含
め
て
い
え
ば
、
黄
疸
（

・
・

）
の
処
方
に
は
牛
の
尿
を
混
ぜ
た
呵
利
勒
（

、

、
柯
子
）、
つ
ま
り
、
呵
梨
勒
、
鞁
醯
勒
（

、

（
）

、
川
練
）、
阿
摩
勒
（

、

、
餘
甘
子
）
の
三
種
の
ミ
ロ
バ
ラ
ン
（

）
一
つ
で
あ
る
呵
利
勒
を
牛
の
尿
と
混
ぜ
た
汁
を
飲
む
（

）
こ

と
を
挙
げ
て
い
る
。

○
九

熱
病
に
つ
い
て

『
摩
訶
僧
祇
律
』
巻
第
十
七

「
明
單
提
九
十
二
事
法
之
六
」（
大
正
二
二

三
六
二

）
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若
比
丘
熱
病
。
醫
言
。
此
病
應
服
酥
。
得
乞
酥
不
得
。
往
不
信
家
索
。
何
以
故
。
索
時
譏
比
丘
。
但
貪
美

味
故
索
酥
。
譏
嫌
比
丘
長
短
者
。
不
得
往
索
。
當
到
信
心
優
婆
塞
家
索
。
得
時
當
自
籌
量
。

（
若
し
比
丘
、
熱
病
な
ら
ん
に
、
医
言
は
く
、「
此
病
は
応
に
酥
を
服
す
べ
き
な
り
」
と
。（
爾
の
時
、）
酥
を
乞
ふ
を
得
る
も
、
不
信
家

に
往
い
て
索
む
る
を
得
ざ
れ
。
何
を
以
て
の
故
に
、
索
む
る
時
比
丘
を
譏
る
ら
く
、「
但
、
美
味
を
貪
ら
ん
と
て
故
に
酥
を
索
む
」
と
。

（
中
略
）
応
に
信
心
の
優
婆
塞
家
に
到
り
て
索
む
べ
く
、
得
ん
時
は
当
に
自
ら
籌
量
す
べ
し
。）

『
摩
訶
僧
祇
律
』
で
は
熱
病
に
酥
を
処
方
し
、『
十
誦
律
』
で
は
池
物
の
蓮
根
、
蓮
子
、
菱
茨
、
鶏
頭
子
な
ど
を
処
方
し
、『
四
分
律
』

で
も
藕
根
を
処
方
し
、『
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
薬
事
』
で
も
蓮
根
の
液
汁
を
処
方
し
て
お
り
、『
摩
訶
僧
祇
律
』
以
外
は
蓮
根
や
藕
根

な
ど
の
池
物
が
処
方
さ
れ
て
い
る
。

『
南
伝
大
蔵
経
』
を
含
め
て
い
え
ば
、
熱
病
（

・

）
の
処
方
に
、
蓮
藕
（
蓮
の
芽
、

）
と
、
蓮
根
（

）
の
治

療
法
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

○
十

痔
に
つ
い
て

『
摩
訶
僧
祇
律
』
巻
第
三
十
二
（
大
正
二
二

四
八
八

）

「
明
雜
跋
渠
法
之
十
」

佛
言
比
丘
。
汝
云
何
用
刀
治
愛
處
。
從
今
已
後
。
不
聽
用
刀
治
愛
處
。
愛
處
者
。
離
穀
道
邊
各
四
指
。
若
有
癰

聽
嚼
小
麥
鷄
屎
塗
上

使
熟
。
當
令
同
和
上
阿
闍
梨

破
。
若
餘
處
有
癰

等
諸
病
。
須
刀
治
者
聽
用
。
用
刀
治
愛
處
者
。
偸
蘭
罪
。
是
名
刀
治
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（
時
に
比
丘
に
痔
病
の
（
者
）
あ
り
て
医
に
語
げ
て
言
は
く
、「
長
寿
、
能
く
我
が
為
に
刀
治
す
る
や
不
や
」。（
中
略
）
仏
、
比
丘
に
言

は
く
、「
汝
、
云
何
は
刀
を
瘍
つ
て
愛
処
（
行
欲
所
、
秘
所
）
を
治
せ
ん
と
せ
し
や
、
今
よ
り
已
後
、
刀
を
以
て
愛
処
を
治
す
る
こ
と
を

聴
さ
ず
」
と
。
愛
処
と
は
、
穀
道
（
大
便
道
即
ち
後
道
。
秘
部
の
周
囲
二
指
の
間
に
刀
を
禁
ず
る
。）
の
辺
を
離
る
る
こ
と
各
四
指
な

り
。
も
し
癰

・

あ
ら
ん
に
、
小
麦
を
噛
み
た
る
に
て
上
に
塗
り
て
熟
せ
し
む
る
を
聴
す
。
当
に
同
和
上
・
阿
闍
梨
を
し
て
摘
み
破
ら

し
む
べ
し
。
若
し
余
処
に
癰

・

等
の
諸
病
あ
り
て
、
刀
を
須
い
て
治
せ
ん
に
は
用
ふ
る
を
聴
す
も
、
刀
を
用
ひ
て
愛
処
を
治
せ
ん
に

は
偸
蘭
罪
な
り
。）

『
摩
訶
僧
祇
律
』
で
は
痔
病
に
は
、
癰

・

等
な
ど
の
諸
病
で
は
手
術
を
許
す
が
、
刀
を
須
刀
で
大
便
道
の
手
術
は
禁
じ
て
い
る
。

『
十
誦
律
』
で
は
や
は
り
肛
門
の
手
術
を
禁
じ
て
い
る
。『
四
分
律
』
は
三
毛
処
を
剃
る
こ
と
も
、
酥
油
の
灌
腸
も
禁
じ
て
い
る
。『
根
本

説
一
切
有
部
毘
奈
耶
薬
事
』
で
は
痔
の
治
療
に
呪
と
、
薬
の
二
種
を
挙
げ
て
い
る
。

『
南
伝
大
蔵
経
』
を
含
め
て
い
え
ば
、
痔
（

）
の
処
方
と
し
て
、
刀
の
切
開
（

）
を
許
し
た
が
、
そ
の
傷

口
が
大
蜥
蜴
（

）
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
で
、
世
尊
は
隠
れ
た
密
処
の
皮
膚
は
柔
軟
で
あ
る
た
め
に
、
刀
の
傷
は
治
り
に
く

い
と
い
う
理
由
で
反
対
し
た
。
ま
た
切
開
手
術
の
代
わ
り
に
、
六
人
の
比
丘
た
ち
に
は
潅
腸
（

）
を
許
し
た
。
た
だ
し
密

処
の
周
囲
指
二
本
分
の
幅
は
、
刀
法
も
、
潅
腸
も
禁
じ
て
い
る
。

治
療
の
実
際
と
釈
尊
の
受
容
に
つ
い
て

さ
き
の
非
人
病
に
つ
い
て
、『
摩
訶
僧
祇
律
』
で
は
医
師
が
許
し
た
「
人
血
を
飲
む
こ
と
も
、
乃
至
、
人
髄
等
の
全
て
」
の
服
用
を
仏

は
禁
止
し
て
い
る
事
例
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
こ
と
は
人
肉
以
外
の
血
肉
が
服
用
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
『
十
誦
律
』
で
は

周
囲
の
人
に
見
え
な
い
屏
処
と
い
う
条
件
付
だ
が
血
肉
の
服
用
を
許
し
、『
四
分
律
』
で
は
イ
ン
ド
で
聖
な
る
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
る
牛
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の
血
肉
の
服
用
す
ら
許
し
て
い
る
記
述
が
あ
る
。

こ
れ
は
初
期
の
仏
教
教
団
内
で
は
、
非
人
病
に
罹
っ
た
僧
侶
へ
の
処
方
と
し
て
、
僧
侶
に
「
生
の
血
肉
の
服
用
」
の
治
療
法
を
行
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
、
一
応
仏
陀
の
所
見
を
伺
う
も
の
の
、
仏
陀
は
古
代
イ
ン
ド
の
伝
承
医
術
に
見
ら
れ
る
治
療
法
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
許

し
て
い
る
。
お
お
よ
そ
、
そ
の
時
代
の
医
療
を
認
め
て
い
る
。

ま
た
痔
の
記
述
で
は
、『
摩
訶
僧
祇
律
』
を
は
じ
め
、
痔
病
は
癰

・

等
な
ど
の
諸
病
で
は
手
術
を
許
す
が
、
刀
を
須
刀
で
大
便
道

の
手
術
は
禁
じ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
仏
教
文
献
に
見
ら
れ
る
痔
の
治
療
法
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
古
典
医
学
書
の
中
に
散
見
で
き
る
。
し
か
し
、
痔
の
手
術
は

集
団
生
活
を
す
る
上
で
は
不
都
合
な
処
方
で
あ
り
、
秘
所
を
他
者
に
見
せ
る
こ
と
を
含
め
て
、
手
術
の
予
後
に
長
く
注
意
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
た
め
、
強
く
戒
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

釈
尊
は
医
師
の
指
示
に
従
い
な
が
ら
も
、
そ
の
当
時
の
医
療
の
ほ
と
ん
ど
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
教
団
の
性
格
上
、
非
人

病
、
現
代
で
い
え
ば
精
神
病
的
な
症
状
で
錯
乱
し
た
僧
侶
に
は
生
の
肉
や
血
液
を
用
い
た
が
、
そ
の
場
合
は
人
肉
な
ど
だ
け
は
禁
止
さ

れ
、
ま
た
痔
の
手
術
は
予
後
の
こ
と
も
あ
る
が
、
場
所
が
場
所
だ
け
に
（
秘
所
で
も
あ
り
急
所
で
も
あ
る
と
い
う
意
味
で
）
禁
じ
ら
れ
て

い
る
。

何
が
い
い
た
い
か
と
い
え
ば
、
そ
の
基
準
が
単
に
宗
教
的
な
思
想
信
条
で
は
な
く
、
実
際
に
僧
侶
と
し
て
そ
の
医
療
が
相
応
し
い
か
相

応
し
く
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
が
医
療
の
採
用
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

耆
婆
の
治
療
と
教
団
の
あ
り
方
に
つ
い
て

律
蔵
群
に
み
え
る
医
療
の
具
体
的
な
あ
り
方
は
こ
れ
ら
ば
か
り
で
は
な
く
、
釈
尊
の
主
治
医
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
耆
婆
の
治
療
法
も

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
に
は
病
人
を
出
家
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
な
ど
、
と
て
も
興
味
深
い
記
述
が
散
見
で
き
る
。
こ
れ
か
ら
そ
の
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記
述
を
挙
げ
よ
う
。

◇
『
摩
訶
僧
祇
律
』
巻
第
二
十
四

「
明
雜
誦
跋
渠
法
之
二
」（
大
正
二
二

四
二
〇

四
二
〇

。）

爾
時
有
病
人
。
至
耆
域
醫
所
作
是
言
。
耆
域
與
我
治
病
。
當
雇
五
百
兩
金
兩
張
細

。
答
言
。
不
能
。
我
唯
治
二
種
人
病
。
一
者
佛
比
丘

僧
。
二
王
王
後
宮
夫
人
。
病
人
即
向
難
陀
優
波
難
陀
房
。
到
已
難
陀
問
言
。
長
壽
四
大
調
適
不
。
答
言
。
病
不
調
適
。
我
往
詣
耆
域
所
。

以
五
百
兩
金
兩
張
細

。
雇
治
病
而
不
肯
治
言
。
我
唯
治
二
種
人
病
。
佛
比
丘
僧
王
王
後
宮
夫
人
。
難
陀
言
。
汝
用
棄
五
百
兩
金
兩
張

。
爲
汝
但
捨
二
種
事
。
一
者
捨
髪
。
二
捨
俗
衣
。
病
人
言
。
阿
闍
梨
。
欲
令
我
出
家
耶
。
答
言
然
。
即
度
出
家
受
具
足
已
。
晨
起
著
入

聚
落
衣
。
到
耆
域
所
。
作
是
言
。
童
子
。
我
有
共
行
弟
子
。
病
與
我
治
之
。
答
言
。
可
爾
。
正
當
持
藥
往
。
即
持
藥
。
往
見
已
。
便
識
問

言
。
尊
者
已
出
家
耶
。
答
言
爾
。
讚
言
善
哉
。
今
當
爲
治
。
即
與
藥
療
治
。
治
已
以
兩
張
細

施
與
。
作
是
言
。
尊
者
。
於
佛
法
中
淨
修

梵
行
。
受
取
已
即
罷
道
。
脱
去
袈
裟
著
兩
張
細

。
巷
中
作
如
是
罵
言
。
耆
域
醫
師
衆
多
人
子
。
我
雇
五
百
兩
金
兩
張
細

。
而
不
肯

治
。
見
我
出
家
便
與
我
治
反
更
得

。
耆
域
聞
已
。
心
懷
悵
恨
。
往
世
尊
所
。
頭
面
禮
足
却
住
一
面
。
白
佛
言
。
世
尊
。
此
人
蒙
我
得
活

反
見
罵
辱
。
世
尊
。
我
是
優
婆
塞
。
増
長
佛
法
故
。
唯
願
世
尊
。
從
今
日
後
勿
令
諸
比
丘
度
病
人
出
家
。
爾
時
世
尊
爲
耆
域
童
子
。
随
順

説
法
。
示
教
利
喜
。
禮
足
而
退
。
爾
時
世
尊
往
衆
多
比
丘
所
。
敷
尼
師
壇
坐
已
。
具
以
上
事
爲
諸
比
丘
説
佛
言
。
從
今
日
後
病
人
不
應
與

出
家
。
病
者
。
癬
疥
黄
爛
。
癩
病
癰
瘧
痔
病
不
禁
。
黄
病
瘧
病
。
謦
嗽
消
盡
。
癲
狂
熱
病
風
腫
水
腫
腹
腫
。
乃
至
服
藥
未
得
平
復
。
不
應

與
出
家
若
瘧
病
者
。
若
一
日
二
日
三
日
四
日
中
間
不
發
時
得
與
出
家
。
若
病
人
不
應
與
出
家
。
若
已
出
家
者
。
不
應
驅
出
。
若
度
出
家
受

具
足
者
。
越
比
尼
罪
。

（
要
約
す
れ
ば
：
あ
る
病
人
は
耆
域
に
、
五
百
両
金
と
両
張
の
綿
布
を
代
償
と
し
て
払
う
の
で
治
療
し
て
ほ
し
い
と
懇
願
し
た
。
耆
域
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は
、
私
は
仏
・
比
丘
僧
と
、
王
と
王
の
後
宮
夫
人
の
二
種
の
病
人
を
治
療
す
る
だ
け
で
あ
る
と
断
る
。
す
る
と
病
人
は
、
難
陀
・
優
波
難

陀
の
房
へ
と
お
も
む
き
、
耆
域
に
こ
と
わ
ら
れ
た
こ
と
を
伝
え
た
。
す
る
と
難
陀
は
治
療
の
条
件
と
し
て
、
五
百
両
金
と
両
張
の
綿
布
の

代
償
な
ど
は
い
ら
な
い
が
、
髪
を
捨
て
、
俗
服
を
捨
て
て
出
家
し
な
さ
い
と
い
う
。

翌
朝
、
病
人
は
出
家
と
な
り
耆
域
の
と
こ
ろ
で
治
療
を
受
け
薬
が
与
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
治
療
が
終
わ
る
と
、
耆
域
は
両
張
の
絨
毯

を
施
与
し
、「
尊
者
、
仏
法
の
中
で
梵
行
を
浄
修
し
た
ま
え
」
と
い
っ
た
。
す
る
と
病
人
は
そ
れ
を
受
け
取
る
と
、
出
家
を
や
め
、
袈
裟

を
脱
ぎ
捨
て
両
張
の
綿
布
を
着
て
、
巷
中
で
「
耆
域
医
師
は
、
私
が
五
百
両
金
と
両
張
の
綿
布
を
代
償
と
し
て
払
う
と
い
っ
て
も
治
療
を

せ
ず
、
私
が
出
家
し
た
の
を
見
て
か
ら
治
療
し
、
さ
ら
に
絨
毯
を
施
与
さ
れ
た
」
と
の
の
し
っ
た
。

こ
れ
を
聞
い
た
耆
域
は
と
て
も
残
念
に
思
い
。
世
尊
に
「
そ
の
病
人
は
私
を
だ
ま
し
て
治
療
を
受
け
、
か
え
っ
て
私
を
辱
め
ま
し
た
。

私
は
優
婆
塞
で
す
か
ら
、
仏
法
を
ひ
ろ
め
る
た
め
に
治
療
を
し
て
お
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
今
後
は
諸
比
丘
を
し
て
病
人
を
教
化
し
て
出

家
さ
せ
る
こ
と
は
や
め
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
申
し
上
げ
た
。

そ
の
申
し
出
に
よ
っ
て
、
世
尊
は
「
今
後
は
病
人
を
出
家
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
い
、
そ
の
病
に
つ
い
て
、
癬
疥
・
黄
爛
・
癩

病
・
癰

・
痔
病
・
不
禁
・
瘧
病
・
謦
嗽
消
盡
・
癲
狂
・
熱
病
・
風
腫
・
腹
腫
な
ど
十
二
の
名
前
を
挙
げ
、
薬
を
服
し
て
い
て
も
病
気
が

平
復
し
て
い
な
い
者
に
は
、
出
家
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
。

も
し
瘧
病
者
な
ら
ば
、
三
、
四
日
の
間
に
発
作
が
起
き
な
け
れ
ば
出
家
を
与
え
て
も
良
い
。
ま
た
、
病
人
は
出
家
さ
せ
て
は
な
ら
な
い

が
、
既
に
出
家
し
て
い
る
者
を
あ
え
て
追
放
は
し
な
い
。
し
か
し
、
治
療
が
目
的
で
出
家
さ
せ
具
足
戒
を
授
け
た
場
合
は
、
越
毘
尼
罪
で

あ
る
と
い
う
。）

こ
の
記
述
は
『
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
薬
事
』
に
は
記
述
が
な
い
が
、
ま
た
『
摩
訶
僧
祇
律
』
で
は
十
二
種
類
、『
十
誦
律
』
と

『
四
分
律
』
と
『
南
伝
大
蔵
経
』
で
は
五
種
類
、『
五
分
律
』
で
は
七
種
類
と
、
病
気
の
種
類
と
数
に
異
同
は
あ
る
も
の
の
、
内
容
的
に
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は
耆
婆
が
釈
尊
の
主
治
医
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
王
族
の
お
抱
え
医
師
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

と
く
に
『
十
誦
律
』
で
耆
婆
は
、

沙
王
と
仏
比
丘
僧
の
二
種
の
病
人
を
治
療
す
る
と
い
い
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、

沙
王
を
治
療

す
る
の
は
衣
食
の
た
め
で
あ
り
、
仏
比
丘
僧
を
治
療
す
る
の
は
仏
教
を
信
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
自
ら
清
浄
に
な
り
た
い
か
ら
で
あ
る

と
述
べ
て
い
る
。

こ
こ
で
印
象
的
な
こ
と
は
、
私
た
ち
の
一
般
的
な
感
覚
か
ら
み
れ
ば
、
仏
教
教
団
で
は
一
般
の
民
衆
に
対
す
る
医
療
・
癒
し
を
実
践
し

て
い
た
よ
う
に
思
い
が
ち
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
耆
婆
の
医
療
は
王
族
と
教
団
内
の
僧
侶
に
限
定
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
そ
の

時
代
、
多
く
の
病
人
が
治
療
し
て
も
ら
う
た
め
に
出
家
し
具
足
戒
を
授
け
、
耆
婆
の
医
療
を
受
け
て
治
っ
て
し
ま
う
と
、
出
家
を
捨
て
て

還
俗
し
た
者
が
多
く
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
病
人
へ
と
出
家
具
足
戒
を
授
け
た
も
の
に
は
越
毘
尼
罪
、
こ
れ
は
五
衆
罪
の
一
で
突
吉
羅﹇

﹈（
懺
悔
す
れ
ば
減
罪

す
る
軽
い
罪
で
は
あ
る
が
、
懺
悔
し
な
け
れ
ば
悪
趣
へ
と
堕
ち
る
諸
過
で
あ
る
と
い
い
、
ま
た
こ
の
罪
は
善
い
行
い
を
障
礙
す
る
も
の
）

の
罪
に
相
当
す
る
戒
法
を
設
け
て
、
教
団
の
統
制
を
図
っ
た
も
の
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
病
人
の
出
家
を
禁
止
す
る
よ
う
な
記
述
を
、
そ
れ
は
仏
教
の
病
人
に
対
す
る
差
別
で
あ
る
と
考
え
る
人
た
ち

も
い
る
。
た
と
え
ば
、『
摩
訶
僧
祇
律
』
で
は
十
二
種
類
、『
十
誦
律
』
と
『
四
分
律
』
と
『
南
伝
大
蔵
経
』
で
は
五
種
類
、『
五
分
律
』

で
は
七
種
類
の
病
名
が
挙
げ
ら
れ
、
実
際
に
病
人
の
出
家
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
ら
は
被
病
者
へ
の
差
別
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
さ
き
に
挙
げ
た
理
由
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
仏
教
教
団
の
目
的
は
病
気
の

治
療
を
目
的
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
出
家
具
足
戒
を
た
も
つ
目
的
は
、
生
死
を
越
え
た
涅
槃
の
楽
を
得
て
清
浄
に
な
る
こ
と
に
あ

る
事
実
を
し
っ
か
り
と
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
一
点
を
見
誤
る
と
、
そ
れ
は
差
別
の
よ
う
に
見
え
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

４

仏
教
教
団
の
治
療
法
の
受
容
に
つ
い
て
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さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
仏
教
教
団
の
医
療
を
受
容
す
る
過
程
を
み
て
ゆ
く
と
、
釈
尊
の
生
命
（
い
の
ち
）
に
対
す
る
考
え
方
が
明
ら
か

に
な
っ
て
く
る
。
教
団
内
で
比
丘
、
比
丘
尼
と
し
て
遍
歴
・
遊
行
す
る
中
で
、
経
験
的
に
積
み
重
ね
ら
れ
た
厖
大
な
医
学
的
な
知
識
が
ス

ト
ッ
ク
さ
れ
て
行
く
に
連
れ
、
種
々
の
問
題
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
。
僧
侶
が
医
師
の
よ
う
に
治
療
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
の
で
あ

る
。『
摩
訶
僧
祇
律
』
の
記
述
を
挙
げ
よ
う
。

◇
『
摩
訶
僧
祇
律
』
巻
第
三
十
八

「
明
一
百
四
十
一
波
夜
提
法
之
二
」（
大
正
二
二

五
三
一

）

佛
住
拘

彌
。
爾
時
闡
陀
母
比
丘
尼
善
知
治
病
。
持
根
藥
葉
藥
果
藥
。
入
王
家
大
臣
家
居
士
家
。
治
諸
母
人
胎
病
眼
病
。
吐
下
熏
咽
灌
鼻

用
針
刀
。
然
後
持
此
諸
藥
塗
之
。
由
治
病
故
大
得
供
養
。
諸
比
丘
尼
呵
言
。
此
非
出
家
法
此
是
醫
師
耳
。
諸
比
丘
尼
語
大
愛
道
。
大
愛
道

以
是
因
縁
往
白
世
尊
。
佛
言
。
喚
是
比
丘
尼
来
。
来
已
問
言
。
汝
實
爾
不
。
答
言
實
爾
。
佛
言
。
此
是
惡
事
。
從
今
日
後
。
不
聽
作
醫
師

活
命
。
佛
告
大
愛
道
瞿
曇
彌
。
依
止
拘

彌
比
丘
尼
皆
悉
令
集
。
乃
至
已
聞
者
當
重
聞
。
若
比
丘
尼
作
醫
師
活
命
波
夜
提
。
比
丘
尼
者
如

上
説
。
醫
者
持
根
藥
葉
藥
果
藥
治
病
。
復
有
醫
咒
毒
咒
蛇
乃
至
咒
火
咒
星
宿
日
月
。
以
此
活
命
如
闡
陀
母
者
波
夜
提
。
波
夜
提
者
如
上

説
。
比
丘
尼
不
得
作
醫
師
活
命
。
若
有
病
者
得
教
語
治
法
。
比
丘
作
醫
師
活
命
者
越
毘
尼
罪
。
是
故
世
尊
説
佛
住
拘

彌
。
爾
時
世
尊
制

戒
不
得
作
醫
師
活
命
。
有
人
呼
闡
陀
母
治
病
。
比
丘
尼
言
。
世
尊
制
戒
不
聽
。
復
言
。
若
不
聽
者
授
我
醫
方
。
即
授
與
俗
人
外
道
醫
方
。

諸
比
丘
尼
言
。
但
誦
醫
方
此
非
出
家
法
。
諸
比
丘
尼
語
大
愛
道
。
大
愛
道
即
以
是
事
具
白
世
尊
。
佛
言
。
呼
比
丘
尼
来
。
来
已
問
言
。
汝

實
爾
不
。
答
言
實
爾
。
佛
言
。
從
今
日
後
。
不
聽
授
俗
人
外
道
醫
方
。
佛
告
大
愛
道
瞿
曇
彌
。
依
止
拘

彌
比
丘
尼
皆
悉
令
集
。
乃
至
已

聞
者
當
重
聞
。
若
比
丘
尼
授
俗
人
外
道
醫
方
者
波
夜
提
。
比
丘
尼
者
如
上
説
。
俗
人
者
在
家
人
。
外
道
者
出
家
外
道
。
授
醫
方
者
咒
蛇
咒

毒
乃
至
咒
火
咒
星
宿
日
月
波
夜
提
波
夜
提
者
如
上
説
。
比
丘
尼
不
得
授
俗
人
外
道
醫
方
。
不
得
教
語
。
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（
要
約
す
れ
ば
：
仏
、
拘

彌
に
住
し
て
い
る
と
き
、
爾
時
に
闡
陀
母
比
丘
尼
は
善
く
治
病
を
知
っ
て
お
り
、
根
薬
・
葉
薬
・
果
薬
を
持

し
て
王
家
・
大
臣
家
・
居
士
家
に
入
り
、
諸
の
母
人
の
胎
病
・
眼
病
・
吐
下
を
治
し
、
咽
を
熏
じ
、
鼻
を
灌
ぎ
、
針
刀
を
用
い
、
然
し
て

後
に
此
の
諸
薬
を
持
し
て
之
に
塗
り
、
病
を
治
す
る
に
由
り
て
の
故
に
大
い
に
供
養
を
得
た
・
・
・
（
中
略
）
・
・
・
仏
言
わ
く
「
此
は

是
れ
悪
事
な
り
、
今
日
よ
り
後
、
医
師
と
作
り
て
活
命
す
る
を
赦
さ
ず
。）

こ
れ
は
闡
陀
母
比
丘
尼
が
医
師
の
よ
う
に
よ
く
病
気
を
治
し
、
王
家
・
大
臣
家
・
居
士
家
か
ら
莫
大
な
供
養
を
受
け
て
い
る
こ
と
に
対

し
て
、
釈
尊
は
比
丘
尼
が
無
闇
に
病
気
を
治
す
（
活
命
）
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
記
述
で
あ
る
。
と
く
に
「
若
し
比
丘
尼
、
医
師
と
作
り
て

活
命
せ
ん
に
波
夜
提
な
り
」
と
、「
比
丘
、
医
師
と
作
り
て
活
命
せ
ん
に
は
越
毘
尼
罪
な
り
」
と
い
い
、
出
家
者
が
医
師
の
よ
う
な
医
療

行
為
を
行
っ
た
場
合
に
、
比
丘
尼
は
波
夜
提
（
波
逸
提
、

）
の
罪
、
比
丘
は
越
毘
尼
罪
に
相
当
す
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
は
共

に
軽
い
罪
で
懺
悔
す
れ
ば
減
罪
す
る
が
、
懺
悔
し
な
け
れ
ば
悪
趣
へ
と
堕
ち
る
諸
過
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
罪
は
善
い
行
い
を
障
礙
す
る
も

の
だ
と
い
う
。

こ
こ
で
は
、
ま
ず
出
家
者
の
目
的
は
自
ら
が
生
死
の
輪
廻
を
越
え
、
自
ら
実
践
し
た
そ
の
教
え
を
世
間
へ
と
伝
え
広
め
る
こ
と
に
あ

り
、
医
師
の
よ
う
に
活
命
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
治
療
法
は
、
出
家
の
法
で
は
な
い
と
い
う
。
ま
た
若
し
そ
こ
に
病
人
が
あ
る
な
ら

ば
、
そ
の
治
療
方
法
を
指
導
す
る
こ
と
は
罪
に
な
ら
な
い
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
釈
尊
が
仏
教
教
団
の
医
療
と
し
て
相
応
し
い
あ
り
方
を
模
索
し
な
が
ら
、
受
容
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
そ

れ
ら
が
律
蔵
群
に
見
ら
れ
る
医
学
的
な
知
識
で
あ
り
、
こ
の
成
文
化
さ
れ
た
医
学
的
知
識
が
後
の
古
典
医
学
書
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
ば
か

り
で
は
な
く
、
仏
教
僧
院
の
あ
り
方
や
、
医
学
の
制
度
化
に
著
し
い
役
割
を
果
た
し
た
と
い
え
る
。

◆
エ
ピ
ロ
ー
グ
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こ
れ
ま
で
仏
教
教
団
に
お
け
る
医
療
の
あ
り
方
を
律
蔵
群
の
事
例
を
拾
い
上
げ
な
が
ら
眺
め
て
き
た
。
そ
こ
に
み
え
る
イ
ン
ド
の
自
然

環
境
は
現
在
の
イ
ン
ド
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
私
事
に
な
る
が
、
こ
の
一
〇
年
ほ
ど
毎
年
イ
ン
ド
へ
と
巡
礼
に
出
か

け
て
い
る
。
と
く
に
五
月
六
月
真
夏
の
乾
期
に
出
か
け
る
と
、
外
気
は
四
〇
度
を
超
え
る
酷
暑
に
出
く
わ
す
。
さ
ら
に
七
月
八
月
の
雨
期

の
到
来
と
共
に
暑
さ
は
し
の
ぎ
易
く
な
る
が
、
湿
度
が
高
く
な
り
蚊
や
ネ
ズ
ミ
な
ど
が
媒
介
す
る
伝
染
病
ば
か
り
で
は
な
く
、
食
中
り
な

ど
に
よ
る
吐
き
下
し
に
は
細
心
の
注
意
が
い
る
時
期
で
あ
る
。

﹇
仏
教
教
団
に
お
け
る
医
療
の
は
じ
ま
り
﹈

そ
の
当
時
、
イ
ン
ド
の
仏
教
教
団
が
ど
の
よ
う
な
形
で
医
療
を
求
め
た
か
と
い
え
ば
、
丁
度
、
乾
期
の
猛
暑
か
ら
雨
期
へ
と
、
梵
行
乞

食
す
る
比
丘
た
ち
は
体
力
を
す
り
減
ら
し
、
秋
時
に
な
っ
て
風
病
（
秋
時
病
）
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

古
典
医
学
書
に
よ
れ
ば
、
真
夏
の
酷
暑
、
そ
れ
に
続
く
雨
期
の
寒
さ
に
よ
っ
て
、
秋
季
に
な
る
と
空
が
雲
に
お
お
わ
れ
、
地
は
水
に

よ
っ
て
潤
は
さ
れ
、
消
化
の
火
が
阻
害
さ
れ
て
消
化
不
良
を
起
こ
す
よ
う
に
な
る
と
い
う
。
雨
季
の
寒
さ
に
慣
れ
て
い
た
体
が
、
秋
季
に

な
っ
て
急
に
太
陽
光
線
に
よ
っ
て
暖
め
ら
れ
る
と
、
蓄
積
し
て
い
た
ピ
ッ
タ
（
胆
汁
素
・
火
大
）
に
よ
っ
て
、
た
い
て
い
不
調
を
き
た
し

ピ
ッ
タ
性
の
疾
病
と
な
る
。

そ
の
た
め
釈
尊
は
そ
の
時
代
の
イ
ン
ド
医
学
の
知
識
に
従
い
、
薬
効
食
の
規
定
を
律
藏
の
中
に
取
り
入
れ
、
発
病
し
た
梵
行
乞
食
の
比

丘
た
ち
の
治
療
や
そ
の
予
防
を
積
極
的
に
行
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
仏
教
教
団
に
お
け
る
医
療
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
。

﹇
四
大
に
支
え
ら
れ
た
病
因
論
に
つ
い
て
﹈

そ
し
て
、
そ
の
治
療
に
対
す
る
病
因
論
は
と
い
え
ば
、『
摩
訶
僧
祇
律
』
に
「
病
に
は
四
大
に
相
応
し
そ
れ
ぞ
れ
に
百
一
の
病
が
あ

り
、
全
体
で
四
百
四
病
が
あ
る
。
風
病
は
油
・
脂
、
熱
病
は
酥
、
水
病
は
蜜
、
雑
病
は
油
・
脂
、
酥
、
蜜
な
ど
の
三
種
薬
を
用
い
る
」
と
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あ
っ
た
よ
う
に
、
地
大
・
水
大
・
火
大
・
風
大
の
四
大
の
理
論
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
漢
訳
文
献
に
み
ら
れ
る
四
大
の
理
論
に
よ
る
に

病
因
論
は
、
現
代
の
目
で
見
れ
ば
ま
こ
と
に
未
熟
に
感
ず
る
が
、
そ
れ
は
い
ま
再
評
価
さ
れ
て
い
る
ア
ー
ユ
ル
・
ヴ
ェ
ー
ダ
医
学
の
ト

リ
・
ド
ー
シ
ャ
（
三
大
の
理
論
）
と
同
様
の
病
因
論
で
あ
る
。

釈
尊
は
そ
の
時
代
の
病
因
論
で
あ
る
四
大
の
理
論
を
駆
使
し
て
病
気
と
い
う
も
の
、
身
体
の
あ
り
方
、
そ
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
生
命
（
い

の
ち
）
を
理
解
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
時
代
の
医
学
的
な
知
識
に
よ
っ
て
理
解
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

﹇
仏
教
教
団
の
治
療
法
に
つ
い
て
﹈

さ
ら
に
仏
教
教
団
で
は
、
こ
の
四
大
の
理
論
に
よ
る
病
因
論
を
前
提
に
し
な
が
ら
、
次
の
よ
う
な
医
療
が
具
体
的
に
行
わ
れ
て
い
た
。

「
薬
効
食
と
し
て
の
食
事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。『
摩
訶
僧
祇
律
』
に
「
風
病
は
油
・
脂
、
熱
病
は
酥
、
水
病
は
蜜
、

雑
病
は
油
・
脂
、
酥
、
蜜
な
ど
の
三
種
薬
を
用
い
る
」
と
あ
っ
た
通
り
で
あ
る
。

「
五
種
類
の
基
本
薬
」
と
し
て
、
教
団
内
で
は
こ
れ
を
「
七
日
薬
」
と
称
し
て
僧
侶
が
携
帯
す
る
こ
と
を
許
し
て
い
る
。
五
種
類
の
基

本
薬
と
は
熟
酥
・
生
酥
・
油
・
蜂
蜜
・
糖
蜜
の
五
つ
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
五
種
類
の
基
本
薬
に
加
え
て
、「
七
種
類
の
追
加
薬
」
が
追

加
さ
れ
る
。
僧
侶
の
病
気
に
よ
っ
て
薬
効
食
が
新
た
に
追
加
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
追
加
さ
れ
る
薬
効
食
の
リ
ス
ト
は
、
脂
肪
・
根
薬
・
煎

薬
（
渋
薬
）
・
葉
薬
・
果
実
・
樹
脂
薬
・
塩
の
七
種
類
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
薬
効
食
と
は
い
っ
て
も
、
そ
の
効
能
は
病
気
の
治
療
目
的
と
い
う
よ
り
は
病
気
の
予
防
目
的
（
未
病
の
治
療
）
と

い
う
程
度
の
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
実
際
に
病
気
に
な
っ
た
僧
た
ち
に
は
、
実
際
の
治
療
が
行
わ
れ
て
い
る
。
律
蔵
群
に
は
十
種
類
の
治

療
が
行
わ
れ
て
い
る
。
皮
膚
病
・
非
人
病
・
眼
病
・
頭
痛
・
風
病
・
足
の
ひ
び
割
れ
と
履
き
物
・
蛇
に
咬
ま
れ
た
傷
・
風
病
（
黄
疸
・
熱

病
・
痔
の
十
種
類
で
あ
る
。
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﹇
治
療
の
実
際
と
釈
尊
の
受
容
に
つ
い
て
﹈

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
実
際
の
治
療
に
あ
た
っ
て
、
釈
尊
は
医
師
が
指
示
し
た
医
療
を
何
で
も
無
条
件
に
は
受
け
入
れ
て
い
な
い
。

「
非
人
病
」
に
つ
い
て
は
、『
摩
訶
僧
祇
律
』
で
は
、
医
師
が
許
し
た
「
人
血
を
飲
む
こ
と
も
、
乃
至
、
人
髄
等
の
全
て
」
の
服
用
を
禁

止
し
て
い
る
が
、
人
肉
以
外
の
動
物
の
血
肉
の
服
用
は
許
し
て
い
る
。『
十
誦
律
』
で
は
周
囲
の
人
に
見
え
な
い
屏
処
と
い
う
条
件
付
だ

が
血
肉
の
服
用
を
許
し
、『
四
分
律
』
で
は
イ
ン
ド
で
聖
な
る
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
る
牛
の
血
肉
の
服
用
す
ら
許
し
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
こ
れ
は
そ
の
時
代
の
医
療
を
お
お
よ
そ
認
め
て
い
る
事
例
で
あ
る
。
ま
た
「
痔
」
で
は
、
癰

・

等
な
ど
の
諸
病
で
は
刀
に
よ
る

切
開
手
術
を
許
し
て
い
る
が
、
大
便
道
（
肛
門
）
へ
の
刀
に
よ
る
切
開
手
術
を
固
く
禁
じ
て
い
る
。
そ
れ
は
大
便
道
な
ど
の
愛
処
が
他
見

に
及
ぶ
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
が
急
所
で
あ
る
た
め
に
、
切
開
す
る
こ
と
で
致
命
的
な
結
果
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

愛
処
と
は
穀
道
と
呼
ば
れ
、
大
便
道
（
後
道
）
と
秘
部
の
周
囲
二
指
の
間
の
部
分
で
あ
り
、
切
開
す
れ
ば
死
に
い
た
る
可
能
性
の
大
き
い

急
所
で
あ
る
。
こ
れ
は
そ
の
時
代
の
医
療
を
禁
じ
て
い
る
事
例
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、
そ
の
時
代
の
医
療
に
対
し
て
、
釈
尊
が
受
け
入
れ
た
り
、
禁
じ
た
り
し
て
い
る
そ
の
基
準
が
宗

教
的
な
思
想
信
条
で
は
な
く
、
実
際
に
僧
侶
と
し
て
そ
の
医
療
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
相
応
し
い
か
相
応
し
く
な
い
か
と
い
う
こ
と
、
そ

こ
に
出
家
の
目
的
に
合
致
す
る
か
否
か
の
基
準
が
み
え
て
い
る
。

﹇
耆
婆
の
治
療
と
教
団
の
あ
り
方
に
つ
い
て
﹈

そ
れ
を
物
語
る
耆
婆
の
治
療
と
教
団
の
あ
り
方
に
関
わ
る
事
例
が
あ
る
。
こ
の
記
述
は
『
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
薬
事
』
に
は
記
述

が
な
い
が
、
ま
た
『
摩
訶
僧
祇
律
』
で
は
十
二
種
類
、『
十
誦
律
』
と
『
四
分
律
』
と
『
南
伝
大
蔵
経
』
で
は
五
種
類
、『
五
分
律
』
で
は

七
種
類
と
、
病
気
の
種
類
や
数
な
ど
に
若
干
の
異
同
は
あ
る
も
の
の
、
内
容
的
に
は
耆
婆
が
王
族
の
お
抱
え
医
師
で
あ
り
、
ま
た
信
仰
者

と
し
て
釈
尊
の
主
治
医
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
僧
た
ち
の
医
師
で
も
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
耆
婆
の
医
療
は
王
族
と
仏
教
教
団
内
の
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僧
侶
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
た
め
に
、
一
般
の
民
衆
が
耆
婆
の
医
療
を
受
け
る
に
は
、
出
家
し
具
足
戒
を
た
も
ち
僧
侶
と
な
る
道
が
あ
る
。
実
際
に
病
気
に

な
っ
た
者
が
耆
婆
の
医
療
を
受
け
る
た
め
に
出
家
し
、
こ
ん
ど
は
病
気
が
治
っ
て
し
ま
う
と
出
家
を
捨
て
て
還
俗
し
た
者
が
多
く
い
た
の

で
あ
る
。
そ
こ
で
釈
尊
は
教
団
の
統
制
を
図
る
た
め
に
、
病
人
へ
と
出
家
具
足
戒
を
授
け
た
も
の
に
越
毘
尼
罪
を
設
け
て
い
る
。

こ
れ
は
耆
婆
の
医
療
の
社
会
性
に
つ
い
て
の
事
例
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
分
か
る
こ
と
は
、
釈
尊
が
世
間
的
に
病
気
を
治
す
こ
と

で
保
た
れ
る
生
命
（
い
の
ち
）
を
重
要
視
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
耆
婆
に
「
汝
の
慈
悲
心
に
よ
っ
て
医
療
を
施
し
な
さ
い
」
と
言
っ
た

は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
病
人
に
具
足
戒
を
授
け
た
僧
侶
に
越
毘
尼
罪
ま
で
設
け
て
病
人
の
出
家
を
禁
じ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

釈
尊
は
世
間
的
な
生
命
（
い
の
ち
）
を
超
え
た
と
こ
ろ
で
、
生
命
（
い
の
ち
）
を
捉
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

﹇
仏
教
教
団
の
治
療
法
の
受
容
に
つ
い
て
﹈

そ
れ
を
端
的
に
あ
ら
わ
す
事
例
が
あ
る
。『
摩
訶
僧
祇
律
』
に
よ
れ
ば
、
闡
陀
母
と
い
う
比
丘
尼
が
医
師
の
よ
う
に
よ
く
病
気
を
治

し
、
王
家
・
大
臣
家
・
居
士
家
か
ら
莫
大
な
供
養
を
受
け
て
い
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
、
釈
尊
は
こ
の
比
丘
尼
の
活
躍
を
労
う
ど
こ
ろ
か

「
僧
侶
が
病
気
を
治
す
こ
と
（
活
命
）」
を
禁
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
く
に
「
医
師
の
よ
う
に
病
気
を
治
す
（
不
得
作
醫
師
活
命
）」

と
、
比
丘
尼
の
場
合
は
波
夜
提
、
比
丘
の
場
合
は
越
毘
尼
罪
と
い
う
戒
法
ま
で
設
け
て
禁
止
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い

て
、
釈
尊
は
「
医
学
（
医
方
）
と
は
外
道
の
教
え
で
あ
っ
て
、
出
家
の
法
で
は
な
い
」
か
ら
だ
と
い
う
。

さ
ら
に
出
家
の
法
と
は
大
愛
道
の
こ
と
で
あ
り
、
大
愛
道
と
は
釈
尊
が
こ
れ
ま
で
語
っ
て
き
仏
教
の
こ
と
だ
と
い
う
。
仏
教
教
団
の
目

的
は
、
僧
侶
自
ら
が
生
死
の
輪
廻
を
越
え
、
自
ら
実
践
し
た
そ
の
教
え
を
世
間
へ
と
伝
え
広
め
る
こ
と
に
あ
り
、
医
師
の
よ
う
に
活
命
す

る
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
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﹇
結
語
と
し
て
﹈

こ
れ
ま
で
の
事
例
の
積
み
あ
げ
で
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
こ
と
は
、
私
た
ち
が
日
常
の
中
で
生
命
（
い
の
ち
）
と
呼
ん
で
い
る
生
命

は
、
病
気
を
治
す
こ
と
で
保
た
れ
る
生
命
（
い
の
ち
）
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
釈
尊
は
大
愛
道
に
よ
っ
て
生
死
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
あ
る

生
命
（
い
の
ち
）
の
獲
得
を
目
指
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
う
気
づ
い
て
み
る
と
、
仏
教
教
団
が
採
用
し
た
医
療
の
目
的
は
、
単
に
活
命
に
よ
っ
て
生
き
な
が
ら
え
る
た
め
で
は
な

く
、
僧
た
ち
が
大
愛
道
を
歩
み
出
家
の
大
願
を
成
就
す
る
た
め
に
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
生
命
（
い
の
ち
）、
四
大
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る

心
身
（
い
の
ち
）
を
養
う
た
め
で
あ
る
と
分
か
る
。

※
こ
の
小
論
は
第
五
十
九
回
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
で
発
表
し
た
原
稿
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。


